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－１－ 

五 戸 町 議 会 第 ２ ６ 回 定 例 会 会 議 録 

 

平成２６年１２月４日  開会 

平成２６年１２月９日  閉会 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 町長提出議案件名 

 議案第７６号 専決処分の承認を求めることについて 

        （平成２６年度五戸町一般会計補正予算（第３号）） 

 議案第７７号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県

市町村総合事務組合規約の変更について 

 議案第７８号 五戸町過疎地域自立促進計画について 

 議案第７９号 損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定について 

 議案第８０号 五戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例案 

 議案第８１号 五戸町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例案 

 議案第８２号 五戸町教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条

例の一部を改正する条例案 

 議案第８３号 五戸町特別参事の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する条例案 

 議案第８４号 五戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 

 議案第８５号 五戸町税外諸収入滞納金督促手数料及び延滞金徴収条例の一部を改正する

条例案 

 議案第８６号 五戸町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 

 議案第８７号 五戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

 議案第８８号 平成２６年度五戸町一般会計補正予算（第４号） 

 議案第８９号 平成２６年度五戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 議案第９０号 平成２６年度五戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第９１号 平成２６年度五戸町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 議案第９２号 平成２６年度五戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第９３号 平成２６年度五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算（第２ 

        号） 



－２－ 

 議案第９４号 平成２６年度五戸町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 議案第９５号 平成２６年度五戸町住宅用地造成事業等特別会計補正予算（第１号） 

 議案第９６号 平成２６年度五戸町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号） 

 議案第９７号 平成２６年度五戸町病院事業会計補正予算（第２号） 

（以上２２件１２月４日提出） 

 議案第９８号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

（以上１件１２月９日提出） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 議員提出議案件名 

 議会案第 ２ 号  ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充等を求める意見書案 

 議会案第 ３ 号  政府による緊急の過剰米処理を求める意見書案 

 議会案第 ４ 号  手話言語法（仮称）制定を求める意見書案 

（以上３件１２月９日提出） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 陳情件名 

 陳情第 ５ 号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情 

 陳情第 ６ 号 横田めぐみさん拉致事件に関する陳情 

 陳情第 ７ 号 政府による緊急の過剰米処理を求める陳情書 

 陳情第 ８ 号 「手話言語法」制定を求める意見書の提出を求める陳情書 

 陳情第 ９ 号 集団的自衛権行使容認の閣議決定撤回を求める意見書採択の陳情 

（以上５件１２月４日委員会付託） 
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五戸町議会第２６回定例会会議録   第 １ 号 

 

五戸町告示第６２号 

  五戸町議会第２６回定例会を平成２６年１２月４日五戸町役場議場に招集する。 

    平成２６年１１月２０日 

五戸町長 三 浦 正 名 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議   事   日   程        第 １ 号 

平成２６年１２月４日（木曜日）午前１０時開議 

第 １  会議録署名議員の指名について 

第 ２  会期の決定について 

第 ３  議案第７６号から議案第９７号まで        （町長提出、提案理由説明） 

第 ４  陳情第５号から陳情第９号まで                （委員会付託） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 本日の会議に付した事件 

 日程第 １  会議録署名議員の指名について 

 日程第 ２  会期の決定について 

 日程第 ３  議案第７６号から議案第９７号まで     （町長提出、提案理由説明） 

 日程第 ４  陳情第５号から陳情第９号まで             （委員会付託） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 応招議員  １８名 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 出席議員  １８名 

議 長 和 田 寛 司 君 副 議 長 大 沢   博 君 

３ 番 大久保   均 君 ４ 番 髙 山 浩 司 君 

５ 番 根 森  雄 君 ６ 番 鈴 木 繁 盛 君 

７ 番 川 﨑 七 保 君 ８ 番 若 宮 佳 一 君 

９ 番 尾 形 裕 之 君 １ ０ 番 松 山 泰 治 君 

１ １ 番 川 村 浩 昭 君 １ ２ 番 沢 田 良 一 君 

１ ３ 番 古 田 陸 夫 君 １ ４ 番 三 浦 專治郎 君 
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１ ５ 番 中川原 賢 治 君 １ ６ 番 中 里 公志郎 君 

１ ７ 番 柏 田 雅 俊 君 １ ８ 番 三 浦 俊 哉 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 欠席議員  な し 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 事務局出席職員氏名 

事 務 局 長 竹 原 正 悦 君 調 査 班 長 小野寺 克 仁 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 説明のため出席した者の職氏名 

町 長 三 浦 正 名 君 副 町 長 鳥谷部 禮三郎 君 

参事・総務課長 
事 務 取 扱 

倉 橋 隆 穂 君 企 画 振 興 課 長 新井田 壽 弘 君 

企 画 振 興 課 長 
(倉石地域振興公社担当) 

藤 村   司 君 税 務 課 長 佐々木 弘 光 君 

福 祉 保 健 課 長 佐々木 万 悦 君 介 護 保 険 課 長 鈴 木 裕 之 君 

住 民 課 長 中川原 光 亮 君 農 林 課 長 小 村 一 弘 君 

建 設 課 長 山 下   淳 君 会 計 管 理 者 平 野 泰 雄 君 

総合病院事務局長 服 部   勤 君   

教 育 委 員 会    

委 員 長 髙 村 國 昭 君 教 育 長 髙 橋 正 之 君 

教 育 課 長 畑 山 敦 夫 君   

農 業 委 員 会    

会長職務代理者 川 﨑 良 巳 君 事 務 局 長 佐々木 健 一 君 

選挙管理委員会    

委 員 長 金 澤 孝 吉 君   

代 表 監 査 委 員 中川原 美智子 君   

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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午前１０時 開議 

○議長（和田寛司君） これより本日をもって招集されました五戸町議会第26回定例会を開会

いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付いたしたとおりであります。 

  「諸般の報告」は、お手元に配付いたしておりますから、朗読は省略させていただきます。 

〔諸般の報告（４７） 巻末掲載〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第１「会議録署名議員の指名について」を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長において柏田雅俊議員、三浦俊

哉議員、大久保均議員を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、本日から12月９日までの６日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から12月９日までの６日間と決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第３「議案第76号から議案第97号まで」の22件を一括して議題と

いたします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

  三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 

○町長（三浦正名君） 本日ここに、五戸町議会第26回定例会を招集いたしましたところ、議

員各位には御多用の中を御出席いただきまして、厚くお礼申し上げます。 

  提出議案の説明に入る前に、町政の諸般の概要について御報告申し上げます。 

  始めに、農作物の作柄状況についてであります。 

  本年は、大きな自然災害や低温などの異常気象に見舞われることもなく、各農作物は平年



－６－ 

並み以上となる出来秋を迎えることができました。 

  その結果、水稲につきましては、東北農政局青森地域センター発表によりますと、南部・

下北地帯は作況指数106の「良」となっており、当地域における１等米比率は95％と高く品

質も良好でありました。 

  にんにくにつきましては、収量は平年並みでありましたが、収穫時の天候にも恵まれて掘

り取りの遅れもなく、また、雨の影響もなかったことから、割れ玉が少なく高品質となって

おります。 

  ながいもにつきましては、作柄調査を行った結果、生育は平年をやや上回り、品質は良好

となっております。 

  りんごにつきましては、春から生育が早く推移し、各品種とも肥大は平年を上回っており、

収穫量は前年を上回る予想となっております。 

  しかしながら一方で、水稲における全国の作柄は「平年並み」でありましたが、民間在庫

が高い水準にあるため、需給が緩み過去最低の厳しい概算金が設定され、想定を超える価格

の低さに、生産者並びに関係者に衝撃と失望が広がったところであります。 

  今回の米価下落は、経営努力で乗り越えられるものではありませんので、青森県町村会と

連携して、早々に関係機関並びに県選出国会議員に地域農業を維持・発展させる観点から、

緊急要望をいたしたところであります。 

  政府は、地方に景気の好循環を浸透させるための地域活性化など、地方創生の看板政策を

掲げておりますが、生産意欲の減退により農業経営及び地域経済に与える影響などを踏まえ、

農政改革の初年度で躓くことがないようしっかりと農家を支えるために、今回の米価下落に

対して大胆な対策をお願いするものであります。 

  教育委員会関係についてでありますが、平成22年度の基本設計から始まった五戸小学校改

築事業は、今年９月の外構工事の完成を持ちましてすべて終了いたしました。この改築事業

は、平成26年４月の五戸小学校と蛯川小学校、豊間内小学校、南小学校の４校の統合に間に

合うように校舎と体育館の建て替えを進めてきたもので、昨年度末で建て替えは終了し、統

合した子供たちは、真新しい校舎と体育館で教育活動を行っております。また、外構工事完

了後の10月18日には、議員の皆様にも御出席をいただきまして、落成式並びに祝賀会を挙行

したところであります。 

  それでは、これより提出議案の概要について御説明申し上げます。 

  議案第76号は、専決処分の承認を求めることについてであります。 
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  平成26年11月21日に衆議院が解散し、選挙期日が12月14日に決定したことから、選挙の準

備上、緊急を要したため、11月21日付けで選挙に関わる経費について所要の補正を行ないま

した。歳出では、２款総務費に1,419万円を追加し、この結果歳入歳出予算の総額は92億

5,699万３千円となるものであります。この財源は県支出金及び基金繰入金を充当するもの

であります。 

  議案第77号は、平成27年４月１日から構成団体として青森市を加入させることに伴い、青

森県市町村総合事務組合の規約の一部を変更する必要が生じたので、地方自治法第286条第

１項及び同法第290条の規定に基づき、議会の議決を要するため提案するものであります。 

  議案第78号は、過疎地域自立促進特別措置法に基づき、平成26年度及び平成27年度の２か

年に係る五戸町過疎地域自立促進計画を策定するため提案するものであります。 

  議案第79号は、五戸小学校改築工事に係る損害賠償請求について損害賠償の額を定めて和

解するため、地方自治法第96条第１項第12号及び第13号の規定により提案するものでありま

す。 

  議案第80号は、五戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例案であります。 

  議会の議員に係る期末手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

  議案第81号は、五戸町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例案であります。 

  町長等に係る期末手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

  議案第82号は、五戸町教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条

例の一部を改正する条例案であります。 

  教育長に係る期末手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

  議案第83号は、五戸町特別参事の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する条例案で

あります。 

  五戸町特別参事に係る期末手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

  議案第84号は、五戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案であります。 

  青森県人事委員会から職員の給与等に関する報告及び勧告に基づき、職員の給料表及び期

末・勤勉手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

  議案第85号は、五戸町税外諸収入滞納金督促手数料及び延滞金徴収条例の一部を改正する

条例案であります。 

  税外諸収入金の延滞金の率を町税の延滞金と同様に改めるため提案するものであります。 



－８－ 

  議案第86号は、五戸町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案であります。 

  産科医療保障制度の補償対象となる脳性麻痺の基準見直し等に伴い、１分べんあたりの掛

け金の額を改めるため提案するものであります。 

  議案第87号は、五戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案についてであります。 

  国民健康保険法の一部改正による、産科医療保障制度の見直し及び出産育児一時金の支給

金額の変更に伴い、所要の改正をするため提案するものであります。 

  議案第88号は、平成26年度五戸町一般会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ3,748万４千円を追加し、その結果、予算総額は92億9,447万７千円とな

るものであります。 

  歳出の主なるものは、２款総務費では、一般職の給料1,468万円、職員手当等651万円、共

済組合負担金693万円、退職手当組合負担金740万円等を減額、過疎対策基金積立金5,000万

円、光ケーブル移設工事費負担金540万円等を追加するものであります。 

  ３款民生費では、国民健康保険特別会計繰出金1,163万円、保育所運営費2,538万円等を追

加するものであります。 

  ４款衛生費では、一般職の給料651万円、簡易水道事業特別会計繰出金726万円等を減額す

るものであります。 

  12款公債費では、臨時財政対策債償還利子481万円、合併特例債償還利子592万円を減額す

るものであります。 

  これらの財源は、国庫支出金、県支出金、繰越金及び町債等を充当するものであります。 

  議案第89号は、平成26年度五戸町後期高齢者医療特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ487万９千円を追加し、その結果、予算総額は４億4,557万５千円となる

ものであります。 

  歳出の主なるものは、後期高齢者医療広域連合納付金481万円等を追加するもので、財源

は繰越金等を充当するものであります。 

  議案第90号は、平成26年度五戸町国民健康保険特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ8,224万１千円を追加し、その結果予算総額は26億4,325万６千円となる

ものであります。 

  歳出の主なるものは、一般被保険者療養給付費5,074万円、退職被保険者等療養給付費

1,021万円、後期高齢者支援金1,492万円、国県等補助金及び負担金返還金1,441万円等を追

加し、介護給付費納付金793万円等を減額するもので、財源は、療養給付費交付金、前期高
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齢者交付金、繰入金及び繰越金等を充当するものであります。 

  議案第91号は、平成26年度五戸町介護保険特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ4,782万６千円を追加し、その結果予算総額は22億6,647万４千円となる

ものであります。 

  歳出の主なるものは、居宅介護サービス給付費5,360万円、施設介護サービス給付費2,154

万円、介護予防サービス給付費1,217万円、高額医療合算介護サービス給付費641万円等を減

額、地域密着型介護サービス給付費8,061万円、特定入所者介護サービス給付費3,212万円、

一般会計繰出金3,267万円等を追加するもので、財源は、支払基金交付金及び繰越金等を充

当するものであります。 

  議案第92号は、平成26年度五戸町下水道事業特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ309万円を追加し、その結果、予算総額は、４億7,459万６千円となるも

のであります。 

  歳出の主なるものは、詳細設計業務委託料1,624万円等を追加し、管路施設工事費558万円、

水道施設等移設補償費650万円等を減額するもので、財源は諸収入及び繰越金を充当するも

のであります。 

  議案第93号は、平成26年度五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ221万６千円を追加し、その結果、予算総額は１億5,859万円となるもの

であります。 

  歳出の主なるものは、光熱水費167万円、中市浦田・石沢地区機能強化工事費150万円等を

追加、中市浦田・石沢地区機能強化管理業務委託料128万円を減額するもので、財源は繰越

金を充当するものであります。 

  議案第94号は、平成26年度五戸町簡易水道事業特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ198万円を追加し、その結果、予算総額は１億884万６千円となるもので

あります。 

  歳出の主なるものは、施設維持管理修繕工事費124万円等を追加するもので、財源は繰越

金を充当するものであります。 

  議案第95号は、平成26年度五戸町住宅用地造成事業等特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ640万７千円を追加し、その結果、予算総額は2,315万４千円となるもの

であります。 

  歳出の主なるものは、一般会計繰出金522万円等を追加するもので、財源は繰越金を充当
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するものであります。 

  議案第96号は、平成26年度五戸町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算であります。 

  歳入歳出それぞれ221万５千円を追加し、その結果、予算総額は2,991万円となるものであ

ります。 

  歳出の主なるものは、光ケーブル引込（移設）工事費134万円、ケーブルテレビ事業基金

積立金142万円等を追加するもので、財源は繰越金等を充当するものであります。 

  議案第97号は、平成26年度五戸町病院事業会計補正予算であります。 

  まず、収益的収入及び支出でありますが、収入については補正額はなく、支出額１億

3,976万円を減額し、総額29億3,357万９千円といたしました。支出の主なるものは、病院医

業費用１億2,782万６千円、病院医業外費用910万６千円、倉石診療所医業費用334万６千円、

倉石診療所医業外費用22万５千円を減額し、健診センター医業費用114万３千円を追加し、

健診センター医業外費用４万円、特別損失36万円を減額するものであります。 

  この結果、収支差引き8,849万６千円の収入不足となるものであります。 

  資本的収入及び支出では、収入は、企業債20万円を減額し、補助金300万円を追加し、総

額を２億4,034万５千円とし、支出は建設改良費として、病院及び健診センター器械備品費

253万１千円を追加して、総額４億3,712万１千円とするもので、収支差引き不足する額１億

9,677万６千円は損益勘定留保資金で補てんするものであります。 

  以上、提出議案の概要について御説明申し上げましたが、細部につきましては、御審議の

段階で補足いたしたいと存じますので、よろしく御審議の上、原案のとおり御決定ください

ますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第４「陳情第５号から陳情第９号まで」の５件を一括して議題と

いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております「陳情第５号から陳情第９号まで」の５件は、お手元に配

付いたしました陳情文書表のとおり、所管の常任委員会に付託の上、審査に付することにい

たしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「陳情第５号から陳情第９号まで」の５件は、陳情文書表のとおり、所管の常任

委員会に付託の上、審査に付することに決定しました。 

〔陳情文書表 巻末掲載〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） お諮りいたします。 

  明５日は、議案調査等のため休会といたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、明５日は休会とすることに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

  来る12月８日は、午前10時から本会議を開きます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

午前１０時２３分 散会 
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五戸町議会第２６回定例会会議録   第 ２ 号 

 

議   事   日   程        第 ２ 号 

平成２６年１２月８日（月曜日）午前１０時開議 

第 １  一般質問について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 本日の会議に付した事件 

 日程第 １  一般質問について 

           （尾形裕之君、根森 雄君、松山泰治君及び若宮佳一君の各議員） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 出席議員  １８名 

議 長 和 田 寛 司 君 副 議 長 大 沢   博 君 

３ 番 大久保   均 君 ４ 番 髙 山 浩 司 君 

５ 番 根 森  雄 君 ６ 番 鈴 木 繁 盛 君 

７ 番 川 﨑 七 保 君 ８ 番 若 宮 佳 一 君 

９ 番 尾 形 裕 之 君 １ ０ 番 松 山 泰 治 君 

１ １ 番 川 村 浩 昭 君 １ ２ 番 沢 田 良 一 君 

１ ３ 番 古 田 陸 夫 君 １ ４ 番 三 浦 專治郎 君 

１ ５ 番 中川原 賢 治 君 １ ６ 番 中 里 公志郎 君 

１ ７ 番 柏 田 雅 俊 君 １ ８ 番 三 浦 俊 哉 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 欠席議員  な し 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 事務局出席職員氏名 

事 務 局 長 竹 原 正 悦 君 調 査 班 長 小野寺 克 仁 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 説明のため出席した者の職氏名 

町 長 三 浦 正 名 君 副 町 長 鳥谷部 禮三郎 君 

参事・総務課長 
事 務 取 扱 

倉 橋 隆 穂 君 企 画 振 興 課 長 新井田 壽 弘 君 
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企 画 振 興 課 長 
(倉石地域振興公社担当) 

藤 村   司 君 税 務 課 長 佐々木 弘 光 君 

福 祉 保 健 課 長 佐々木 万 悦 君 介 護 保 険 課 長 鈴 木 裕 之 君 

住 民 課 長 中川原 光 亮 君 農 林 課 長 小 村 一 弘 君 

建 設 課 長 山 下   淳 君 会 計 管 理 者 平 野 泰 雄 君 

総合病院事務局長 服 部   勤 君   

教 育 委 員 会    

委 員 長 髙 村 國 昭 君 教 育 長 髙 橋 正 之 君 

教 育 課 長 畑 山 敦 夫 君   

農 業 委 員 会    

会 長 三 浦 房 雄 君 事 務 局 長 佐々木 健 一 君 

選挙管理委員会    

委 員 長 金 澤 孝 吉 君   

代 表 監 査 委 員 中川原 美智子 君   

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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午前１０時 開議 

○議長（和田寛司君） これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付いたしたとおりであります。 

  「諸般の報告」は、お手元に配付いたしておりますから、朗読は省略させていただきます。 

〔諸般の報告（４８） 巻末掲載〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第１「一般質問」を行います。 

  最初に、尾形裕之議員の発言を許します。 

  質問方式は一問一答です。 

  尾形裕之議員。 

〔９番 尾形裕之君 登壇〕 

○９番（尾形裕之君） 議席番号９番、尾形裕之でございます。 

  第26回定例会につき、さきに通告いたしました４点について御質問いたします。 

  まず初めに、来年度の町長選挙についてでございます。 

  ９月定例会におきまして、町長は検討中という答弁でございましたが、その後どのように

なったのでしょうか。某新聞によれば既に出馬という内容が流れておりますが、本当でしょ

うか。その点をお伺いいたします。 

  ２点目、いわゆる若年層世代の定住についてでございます。 

  20代、30代の女性が五戸町で結婚し、引き続き御主人とともに暮らそうと思ったのですが、

町営住宅に入れず民間のアパートも高いということで他市町村に住むことになったそうであ

ります。 

  ９月定例会のときにも消滅可能性都市ということで町長にお尋ねいたしましたが、その折、

定住圏でのというお答えでございましたが、現実的には当五戸町も、その定住圏という中で

住もう、住まないという方が出ております。その点を町長はどのようにお考えでしょうか。 

  ３番目でございます。だしのイベントでございますが、青森県は短命県返上ということで、

だしを使ったキャンペーンをしております。五戸町はそれに伴い、だしの炊き込み御飯のイ

ベントを行いました。今後五戸町は、そのことをどのように展開していくのでしょうか。 

  ４番目です。廃校舎の再利用です。 

  廃校舎の再利用について、町はどう考えるんでしょうか。 

  １、２、３は決まったようになっておりますが、具体的にはどういう日程で進めていくの
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でしょうか。お答えをお願いいたします。 

  以上でございます。 

〔９番 尾形裕之君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 

○町長（三浦正名君） 尾形議員の御質問にお答えします。 

  まず最初に、来年の五戸町町長選挙についてであります。 

  ９月の定例会におきまして、尾形議員から来年の町長選挙に私が出馬する意思があるのか

ないのかという趣旨の御質問があり、私はそのとき、現在検討中であり余り遅くならない時

期に結論を出したいと答弁いたしました。 

  今回も同様の御質問であります。私はその後、町民の方々から意見を頂戴し、自分でも熟

慮を重ねた結果、来年の町長選挙への出馬の決意をいたしました。 

  その理由でありますが、１つ目には合併まちづくり計画の延長にあります。 

  合併まちづくり計画は、当初10カ年の計画でありましたが、国の方針により５年間の延長

となりました。以前も申し上げておりますが、計画は９割以上の達成率ではありますが、未

達成の事業も幾つかあります。私は倉石村との合併の一方の当事者として、計画に対する強

い思い入れがあります。５年間の延長の中でも、社会情勢の変化等もあり、達成率100％は

無理かもわかりませんが、それに近づけるよう努力してまいりたいと思っております。 

  ２つ目は少子化対策であります。 

  少子化問題は、五戸町だけでなく全国的な問題であります。五戸町では、これまでも少子

化対策にさまざまな対策は打ってまいりました。それなりの効果はあったと考えております

が、少子化の大きな流れの中に埋没しているのは否めません。最近、国では少子化問題に本

腰を入れる姿勢を見せており、今後、国・県・町、さらには定住自立圏が一体となった形で、

少子化対策に取り組んでまいりたいと思っております。 

  ３つ目は商店街の活性化であります。 

  皆さん御承知のとおり、町周辺の大型ショッピングセンターの出店やコンビニの増加、ま

た、人口減少等により町の商店街は寂れる一方であります。プレミアム商品券や商店街のイ

ベントへの支援等をこれまで実施してまいりましたが、目に見える改善には至っておりませ

ん。そこで、今後さらなる支援策や施策を展開してまいりたいと思っております。 

  ４つ目は農業の振興であります。 
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  五戸町の基幹産業は農業であると言われてきましたが、担い手不足、耕作放棄地の増加や

国の猫の目のように変わる政策転換で、他の市町村と同様、農業は安心して生産活動を行え

る状況にはないと思っております。食は昔から衣食住と言われるように生活の三要素であり

ます。食の多くを輸入に頼るようでは、国民の生活基盤は将来危ういと言わざるを得ません。

今後とも農業者に対する支援、指導を強化してまいりたいと思います。 

  ５つ目は五戸総合病院の経営健全化であります。 

  これは古くて新しい問題であります。一時は最大16億円もの不良債務を抱えておりました

が、現在はゼロであります。しかし、赤字体質は依然として続いており、さらなる経営健全

化に取り組んでまいりたいと考えております。 

  その他としましては、道路、橋梁、下水処理等、社会資本の整備も引き続き取り組んでま

いりたいと考えております。 

  以上のような施策を抱え、これを実行したいとの思いが強くなり、来年の町長選に立候補

する決意を固めたものであります。 

  次に、20代、30代の女性を五戸町に住んでもらうためにという趣旨の御質問でございます。 

  町営住宅に入りたくても入れず、民間アパートは家賃が高額のため他の市町村に住んでい

る。町長はこのことをどう考えるかという御質問であります。 

  町営住宅への入居につきましては、空き住宅を自治会の回覧、ホームページ、広報紙等で

周知、希望者を募集しております。町営住宅へ入居することができる人の主なる資格としま

しては、現に同居し、または同居しようとする親族があること。収入が月額15万8,000円を

超えないこと。現に住宅に困窮していることが明らかなものであること。町税等を滞納して

いないこと等がありますが、コスモス団地や正場沢団地の単独住宅への入居資格には、所得

の制限はありません。また、町営住宅への入居申し込み者が多数の場合、町営住宅入居者選

考審査会で住宅の困窮度等を審査し、入居者を決定しております。なお、平成25年度の町営

住宅への入居を募集した戸数は14戸で、応募者は40人となっております。１回目の申し込み

で入れなくても２度、３度と申し込むことはできますので、諦めずに申し込んでいただきた

いと思います。 

  そして、空き家バンクの設置について、さらに述べさせていただきます。 

  町では、町内の空き家の有効活用を通して、地域住民と都市住民の交流拡大及び定住促進

による地域の活性化を図ることを目的に、平成27年４月から空き家情報の提供を行う空き家

バンクを設置することとしており、昨年、空き家の実態調査を実施しております。把握され
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た空き家について税務課所管の固定資産税情報を内部利用し、所有者、管理者を把握、空き

家バンク制度の内容を周知して、売却、賃貸を希望する所有者等から空き家物件登録の申し

込みを受け、その物件について町ホームページ、五戸ちゃんねる等で情報提供し、空き家利

用希望者からの購入、賃借申し込みを受け付けするもので、それらの交渉、契約については、

町と協定を締結する宅地建物取引業者に仲介を依頼するものであります。 

  また、今後、利用者がこの制度を有効的に活用できるよう、リフォーム、家賃補助等空き

家の有効活用のための町独自の優遇制度を検討してまいりたいと考えております。 

  次に、だしのイベントについてであります。 

  炊き込み御飯コンテストは、第30回五戸町産業と文化まつりを記念、企画イベントとして、

去る11月９日、産業まつり最終日に五戸ドームで開催いたしました。この記念イベントの目

的は、第30回という記念すべき節目の年に、当町の豊富な食材等を使用し伝統的な炊き込み

御飯に注目しながら、短命県返上とだしのうまみを生かした減塩効果につなげ、町民の健康

長寿と地産地消で食文化を見直すことを目的に行いました。また、五戸町の魅力を再発見し、

地域活性化を図ることができ、来場者も審査員の一人として参加できるよう、工夫しており

ます。 

  当日は８組の応募があり、審査については東京在住のにっぽん炊き込みごはん協会の森本

様を審査委員長に迎え、専門審査員５名による厳格な審査と、来場者100名による試食後に

直接投票できる組み合わせ審査方式を採用し、より参加型の審査方法で行っております。応

募の皆さんは当日自慢の炊き込み御飯を会場に持参し、馬肉やむかご、アピオス等の食材を

使うなど、日ごろから健康長寿に意識した工夫が反映された炊き込み御飯を紹介しておりま

す。気になる審査結果でありますが、最優秀賞１点、優秀賞２点、奨励賞５点が決まり、同

日、会場で表彰式を行っております。結果として、ふだんから身近にある食材を活用し、調

理に工夫を凝らした炊き込み御飯が最優秀賞となっております。 

  このように皆さんの御協力により、予想をはるかに超えた話題提供としてマスコミにも取

り上げられ、計画以上の効果となりました。当町の身近な食材を生かしたこのイベントが、

短命県返上と当町の健康づくりに寄与すると捉えておりますので、関係者で十分検討し、来

年の開催にチャレンジしていきたいと思っております。 

  次に、廃校舎の利用についてであります。 

  廃校舎の再利用につきましては、これまでも４回自治会関係者と、まずは自治会等での利

用の有無が最優先されることで協議を重ねてまいりました。今年度は自治会関係者等と協議
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したのが８月27日ですので、まずはその時点での協議内容等を報告させていただきます。 

  蛯川小学校関係者からは、体育館は利用しない方向である。ただ、校庭については従来の

地域の広場として利用したいという意向に加え、祭り関係者から山車用の小屋を移動したい

という意見が出ているとのことでありました。 

  又重小学校関係者からは、地域で利用したいという意向には変わりはないが、どのような

内容で利用するかなど、今のところはまだ話が進んでいない。ただ、子供会ではいろいろと

利用しており、今後も利用したいとのことでありました。 

  町としましては、この２地区につきましては、再度自治会等で再利用に向けての確認や話

し合いをしていただくよう依頼をしております。今後、今年度中にまた協議の場を設け、２

自治会の意向を確認しながら、再利用の方向性を見出していきたいと考えております。 

  また、南小学校につきましては、地区での利活用の要望がない旨の回答が平成26年５月９

日に文書で提出されました。これを受けまして、町では国庫補助金や地方債の取り扱い、国

の動向や全国の事例等を参考にしながら協議をした結果、町の活性化の一助を担う取り組み

となることを期待し、土地及び建物とも無償貸与とし、公募により一般企業の団体等の利用

者を募ることで方向を示し、11月28日に議員全員協議会において議員の皆様方に御説明申し

上げました。今後は募集や選定にかかわる要項等を整備し、できるだけ早い段階で公募して

いきたいと考えております。 

  以上であります。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございました。 

  まず１点目ですが、町長は出られるということ、出馬されるということで、これは公約と

とっていいものでしょうか。５年間延長した合併まちづくりを進めていく。それから、少子

化対策、商店街の活性化、農業の振興、五戸総合病院の健全化、これ、５点挙げられました

けれども、これは公約ととっていいものでしょうか。まずその点をお伺いしたいと思います。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） 公約の大きな柱というふうに私は捉えております。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございました。 

  特に病院の健全化、頑張って当選なさって、何としてもやっていただきたいと思います。



－２０－ 

今現在、25年度の段階で９億円、町から一般会計から出ておりますから、そうしますと、売

り上げが17億円ぐらいなんですよ。その17億円に対して、およそ10億円が一般会計から出て

いるわけですから。私がたしか議員当選して10年ぐらい前のときは、４億円ぐらいだったは

ずなんです。倍以上になっております。本当に抜本的な改革をなして頑張っていただきたい

と思います。 

  私もいろいろと研究させていただきましたけれども、医療改革そのものが、まず、小さい

病院には経営健全化というのは、そぐわないと。大森病院、秋田県のほうに視察に行ったと

きにそうだったんですが、医師がそろわないと今の医療の中では収入になり得ない、点数が

ふえていかないという現状があるんだそうでございます。医師を確保しようとしても、医師

がなかなか来ないと。来ないところはどんどん赤字になっていくというお話もいただきまし

た。逆に、医師が来れば来るほどどんどん点数が上がっていって、健全化というよりも大幅

な黒字になっていくというお話もいただきました。その辺を今後どう考えていくのか。非常

に課題だと思います。ぜひとも、何としても当選していただいて、この病院の健全化を次の

期でなし遂げていただきたいなと思います。私も頑張りますので、使っていただければと思

います。 

  次に、20代、30代の女性、いわゆる若年層の世代の定住化なんですが、町長の答弁の中で

町独自の優遇制度ということがございましたが、具体的にはどの辺までお考えなのか、お聞

かせいただければと思います。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） 尾形議員の御質問の中には民間アパートという文言がございましたけ

れども、今、先ほども申し上げましたけれども、空き家バンクという、それを創設するとい

うことでございます。そういう中で、そういった子育て世代、例えばひばり野住宅もまだ建

設中というか、来年あたりで全て改築が終了する見込みでございますけれども、ただ、実際、

申し込み者というのは、尾形議員も言われたとおりまだまだあるというふうに判断しており

ます。 

  さらに、では、新しい団地をつくればいいのかということもあろうかと思いますけれども、

その一方で空き家という問題もございます。これは防犯上、あるいは防災上の問題からも、

やはり町としても考えていかなきゃならない問題であります。それをミックスした形で、空

き家をしからば若い世代にも活用できるのではないかという考え方もございます。 

  ただ、もちろん、町がその中に介在するわけでありますけれども、料金の問題、賃貸料、
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賃借料の問題がありますから、その辺の問題を、ただ、ストレートの援助というよりも、例

えば空き家と言えば、やはり新しいのから古いのまでさまざまあると思うんですけれども、

もう何年も住んでいないと、いろいろな改修しなきゃならない部分もあります。そういった

部分に対して町が何かできるのではないかという形で、その部分の援助したものについては、

もちろん家主さんの財産になるわけでありますから、その分は、ただ町の援助ということで、

安い家賃で賃貸していただくとか、そういった考え方もあります。 

  子育て世代、特に赤ちゃんでありますけれども、ひばり野住宅、あるいは荒町住宅、長屋

方式でございます。これはそうじゃないと国からそういう交付金が出ないものですから、や

むを得ずそういう形になっているんですけれども、やはり隣を、特に赤ちゃんがいる世帯と

かいうのは、夜なんか夜泣きするといろいろ気を使う面もあるんですけれども、できれば一

戸建てのほうがよりいいわけであります。そういったこともいろいろ含みながら、空き家を

活用した子育て支援をできればなと、そういう考え方がございます。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございます。 

  大変独自な優遇制度で、空き家バンクを利用し、空き家をリフォームし、それを若い世代

に貸していきたいと。第２次五戸町総合振興計画の中にも載っておりましたが、まさにすば

らしいなと思います。 

  ですが、この方々は民間のアパートも高いという話なんですが、五戸町はほかの町村より

アパート代が高いんだそうでございます。当然、賃貸している一軒家も高いんだそうでござ

います。縁故があって賃貸している住宅が安い場合もありますが、高いんであればやっぱり

他町村に移るわけでありまして、そのときになってみなければわかりませんが、そのときに

は、その差額を町で住宅手当として出していくような覚悟があってもいいのではないかなと

思うんですが、仮定の場合ですが、その点を町長はどうお考えになりますか。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） 尾形議員の今の御質問は、空き家バンクじゃなくて、アパートについ

てはどうなのかということだろうと思います。 

  他の市町村に比べてアパート代が高いのか安いのか、私もちょっと調べたことがないんで

すけれども、町で支援するとしますと、捉え方の問題かもわかりませんけれども、ある意味

では間接的にアパート業者さんを何か援助するような格好にもなりかねないというようなこ

ともございますので、なかなかこの辺の判断は難しいものだと思っております。それが、そ
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ういった住宅に対する補助だということでも、そういうことも言われかねない問題でありま

す。 

  ただ、少子化問題はいろいろな、今、これから作業が始まるわけでありますけれども、そ

れらの問題も１つはやはり検討課題にはなってくるんだろうと、そう思っております。現時

点では、はっきりここで申し上げることはできません。 

  以上です。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございました。 

  空き家を直す場合は、結局は大家さんを優遇する格好になるのではないんでしょうか。私

はそのように捉えました。ですから、それでアパートという話もしましたが、その点もあわ

せて子育て世帯、若年層世帯がより五戸町に住んでいただくような格好になって、いわゆる

消滅可能性都市を他市町村よりも早く抜け出せるようにしていただきたいなと思っておりま

す。 

  今後、考えていかれるという、検討していくのでございますから、とにかく町長選は何と

しても受からなきゃなりませんよ。よろしくお願いします。 

  次、３番目、だしのイベントなんですが、来年度もやるというお話でしたが、その前に、

町長はこれを食べたことはございますか、この炊き込み御飯。もし、食べたことがあったの

ならば、どういう内容だったかお知らせいただければと思うんですが。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） 今の御質問は、11月の当日のお話ですか。それとも、ふだんのお話で

しょうか。ふだんですね。 

（「いいえ」と呼ぶ者あり） 

○町長（三浦正名君） 当日ですか。残念ながら私、ちょっと出張中でございまして参加でき

ませんでした。 

  ただ、家庭ではよく炊き込み御飯は、うちの女房がつくってくれております。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） 実は私も食べていないんです。このだしの入った炊き込み御飯です。

新聞で見て失敗したなと思った次第でございます。多くの方も、この新聞報道でこういうイ

ベントがあったのかというのを知った方も多くて、ぜひ、１位になったの、２位になったの、

３位になったのでもいいと、自分も投票してみたいという方多いんですよ。できたら、この
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１位になった炊き込み御飯、給食にでも出してみてもいいと思いますし、また、お披露目を

町民にするようなイベントを再度してもいいのではないかなと。そういった意味で、だしを

使ったキャンペーンを現にしていますが、あわせて短命県返上という格好で、もう一度ＰＲ

することもできるのではないかなと思うんですが、いかがなものでしょうか。 

○議長（和田寛司君） 新井田企画振興課長。 

○企画振興課長（新井田壽弘君） 今回の第30回産業と文化まつりの企画イベントでしたけれ

ども、当日は大変好評でした。八戸から１組、あとは地元から７組という内容でしたけれど

も、身近な素材を生かした炊き込み御飯が最優秀賞をとっておりますし、また、長寿御飯と

か、むかごと馬肉入りとか、いろいろな形で今回は工夫した食材が出ておりました。 

  今後についてですけれども、これは短命県、それから五戸町全体の健康と減塩の意識等も

あると思いますので、先ほど議員さんがおっしゃったとおり、給食、それからお披露目、だ

し活用のＰＲ、この３つについても関係機関と、それから、今後、当町の関係課も含めて総

合的に検討していければと思っております。 

  以上であります。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） 今後もやっていかれるということで大変心強いなと思うんですが、そ

ろそろイベントのあり方もついでに考えたほうがいいんじゃないかなと。夏祭りもやってい

らっしゃるし、お祭りもいろいろやって、実行委員会というのができて、ほとんどが役場の

職員と商工会の方々でやっているわけなんですが、そろそろ別な団体を立ち上げてもいいん

じゃないかなと。企業に入っていただいても結構ですし、自分でやっていきたいという方が

出ればもっといいことだと思いますし、ぜひとも参加したいという方が町にはまだまだいら

っしゃいます。警備でもいい、何でもいいと。特に定年退職なさってから、そうお考えにな

る方が非常に多いそうです。その辺も考えて、総合的に、本当の総合的に、お祭りのあり方、

イベントのあり方を、役場が、職員が参加しなくてもいいようなイベントを考えていく時期

ではないかなと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（和田寛司君） 質問と趣旨が違いますので、質問を変えてください。 

  尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） 趣旨が違う、イベントについてですよ。イベントについて。だしのイ

ベントについての趣旨ですよ。そのイベントのあり方。あり方ですから、民間の方々が主体

にやっていったほうがいいのではないかと聞いているわけです。それに備えて、ほかの夏祭
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りもあるから、それも考えていく、総合的に考えたほうがいいのではないかと。まず、だか

ら、趣旨としてはイベントについてですから、何ら趣旨から外れていないと思います。 

○議長（和田寛司君） 今後ですから、それも入りますか。 

○９番（尾形裕之君） はい。 

○議長（和田寛司君） 答えられる範囲でお願いします。 

  新井田企画振興課長。 

○企画振興課長（新井田壽弘君） イベントそのものも再構築というか見直して、より効果の

あるようなという意味合いに捉えました。もう一つは、役場の職員が参加しなくてもできる

ような、いろいろな団体を組織しながら、利活用に進む方向ではいかがでしょうかというふ

うに捉えました。この件につきましては、今現在のイベント、その季節季節によってござい

ますけれども、これから十分に検討しながら、来年度の方向に向かって考えていきたいと考

えております。 

  以上であります。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございました。 

  ぜひとも頑張っていただきたいと思います。 

  ４番目で廃校舎の利用についてでございますが、蛯川は体育館を使わないと。又重はこれ

から検討と。南小学校は貸し出しと。豊間内は資料館でございますが、タイムスケジュール

は大体どういうふうな方向性になっているのかお知らせいただきたいと思うんです。又重の

地域の件と、それから蛯川も、具体的にその地域の要望というのはいつまでで打ち切るもの

なのか。実は、その地域以外にもいろいろなことを廃校舎を利用してやったらどうかという

意見が多々あるものですから、地域の要望をいつまで聞いて、それから、再度残ったところ

ででも地域の住民の意向を聞いていただけるのか。その点をお伺いしたいと思います。 

○議長（和田寛司君） 新井田企画振興課長。 

○企画振興課長（新井田壽弘君） 御質問の内容は、いつまでこの廃校利活用を地域の方々が

決めるのかというふうな内容だと思いますけれども、現在、又重小学校区、それから、蛯川

小学校区については、今、地域の方々がその利用を一生懸命考えております。又重小学校区

については、近々会議があるということの情報も入っております。また、蛯川小学校区の

方々も大分、今、検討している状況のようです。そういう意味で、即、今月というわけでは

ないと思いますけれども、ある程度方向性が見えてくるものだと思っております。一応、町
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としては、前回の８月27日の会議の時点でできるだけ期限を決めて、その利用を図っていた

だきたいというところまでは御報告しております。 

  以上でございます。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） 日程は定めていないと、地域の要望があって、その上で考えていこう

ということだと思うんですが、実は一般質問でも以前に質問させていただいたんですけれど

も、武道館が五戸町にないと。武道館を廃校舎を利用してできないものかという意見がござ

いました。武道館、いわゆる柔道、剣道、弓道、レスリングも入るんですかね、そういった

ものを廃校舎を利用してできないものかと。それもこちらから提案させていただいた次第で

あります。 

  例えば、南小学校が貸し出しということですが、体育館が緊急のときに避難場所というこ

とで貸し出ししないということになっておりますけれども、これ、仮に避難所であれば畳を

敷ければ、より快適な避難場所になるんですから、ふだんは柔道協会なり柔道をやる方に貸

して管理させて、避難場所のときは柔道場ではないという格好にすれば非常にいいのではな

いかなと。そういうことも考えられます。 

  そのほかに、又重には温泉がございますので合宿所がいいんじゃないかなと。合宿所のと

ころで、そういう施設にしておけば、又重の一部をしておけば、アグリツーリズム、１つの

拠点としての場所としての提供としてもいいのではないかという、そういう意見もございま

した。 

  それからまた、ビーチサッカーですか、４月からまた五戸町中心になっていくんだそうで

ございますが、ビーチサッカーはかなり五戸町でも進んでおりまして、民間の会社が１つの

コートを貸し出しでつくっているんだそうでございます。仮に、ドーム型というか体育館型

のビーチサッカー場ができれば、日本で初めてなんだそうでございます。サッカーの町五戸

ということをＰＲしてまいりましたし、サッカーということで五戸町の活性化、五戸高校の

存続ということで、町長もやってきましたけれども、五戸小学校にフットサルがあり、人工

芝があり、ビーチサッカーのドームの場所があるという、３つそろえば日本一も考えられる

いいサッカーとしての、なるんじゃないかなと。ＰＲとしても最適ではないかなと思いまし

た。ビーチサッカーという要望もあります。 

  それから、毎回毎回私言わせてもらっております樹木葬とか、そういうお墓という樹木葬、

いわゆる合同葬、合同墓。今、合同墓の中に、その中に樹木葬とか自然葬というのも入るん
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だそうでございます。そういうことも考えられるのではないかなと。特に、お墓の件に関し

ましては、前回も言いましたが、前回の放送を聞いていただいている町民の方々からも強く

要望がまた再度ありました。現実的に私もそうなんですよ、子供いませんから、私の墓は将

来どうなるかわかりません。少子化という対策を打って今までやって考えてきましたけれど

も、国保の問題もありますけれども、結局お墓を守る人がやっぱり少なくなるわけでありま

す。出生率が1.2を切るわけですから、半分の世帯が、墓を守れない世帯が出てくる格好に

なります。そんな時代になるんだろうと思います。そういう意味でも合同墓という格好を考

えていただければなと。 

  以上言いましたことを非常に検討していただければなと思いますが、いかがなものでしょ

うか。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） まず、又重小学校の利活用について、先にお話ししたいと思いますけ

れども、先ほど述べましたとおり、又重小学校につきましてはまだ地元の方々が利用したい

と。ただ、具体的にはまだなっていないという状態でございまして、その結論を待ってから、

町として、もし地元として利用するあれがないという結論になった場合は、町として考える

と。そういう中で、尾形議員から提案がありました合宿所とかビーチサッカーとか、合同墓

とか、１つの案としてそれは捉えていきたいと思っております。いましばらくお待ちいただ

きたいと思っております。 

  それから、南小学校につきましては、そこに校舎等、もちろん体育館もあるんですけれど

も、前回の全員協議会でちょっと説明が間違っている部分がございます。それは体育館は貸

し出ししないというような表現をしておりましたけれども、そうではなくて、校舎、体育館

一緒でもいいわけですけれども、あるいは校舎と体育館分割という形でも貸し出しはできる

と。ただ、公募しますけれども、その提案を見てこちらで判断するわけであります。 

  そういう中にあって、尾形議員からは武道館として、柔道とか剣道とか弓道、そういうの

に使わせたらどうかという話がございました。体育館につきましては、前にもお話ししたか

と思いますが、浅水地区の非常時の場合、今も浅水活性化センターはあるんですけれども、

やはり最近は想定外の集中豪雨とか特別大雨洪水警報、特別という字がさらについた予報も

出ております。そういった面で、やはりより安心なのは南小学校の体育館ではないのかなと、

そういう見方をしております。そういう意味で、非常時の場合は旧南小学校の体育館を活用

したいと思っております。 
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  そういう中にあって、ふだんは柔道とか剣道とか、武道で使わせたらどうかということで

ありますけれども、１つのこれは提案として受けとめておきます。柔道とかあるいは剣道も

そうでしょうけれども、体育館を大幅に改造するとかそういう話ではないと思いますので。

ただ、柔道の場合は畳ぐらいは用意しなきゃならないのかなというあれはございますけれど

も、１つのそれは提案として受けとめたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） よろしく検討していただきたいと思います。 

  石沢小学校のことは何も出ておりませんが、石沢小学校はどうなさるのでしょう。あそこ

は樹木葬にちょうどいい環境だと思いますが、いかがなものでしょうか。 

○議長（和田寛司君） 新井田企画振興課長。 

○企画振興課長（新井田壽弘君） 石沢小学校の件につきましては、地域の方々からは利用し

ないということで御回答いただいておりますし、また、取り壊しをしてもよいというふうな

部分も確認とれております。ただ、取り壊しするにも財源が必要ということで、現在は利用

する方向性は見出していないのが実情でございます。 

  以上になります。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） 石沢小学校、校庭があればいいのであって、取り壊すかどうかは、小

学校の校舎は樹木葬には関係ないかなと思います。その点も十分考慮していただき、今後検

討していただきたいと思います。 

  終わりたいと思いますが、検討していただけますでしょうか。再度確認したいと思います。 

○議長（和田寛司君） 新井田企画振興課長。 

○企画振興課長（新井田壽弘君） 廃校の利活用は町にとっても重要な位置づけでございます。

これは理事者と、また、関係課全体を含みまして検討していく形になると思います。 

  以上であります。 

○議長（和田寛司君） 尾形議員。 

○９番（尾形裕之君） ありがとうございました。以上です。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 次に、根森 雄議員の発言を許します。 

  質問方式は一問一答です。 
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  根森 雄議員。 

〔５番 根森 雄君 登壇〕 

○５番（根森 雄君） 座席番号５番の根森 雄です。 

  あらかじめ提出してあります１点についてお尋ねします。 

  ことしの米の前渡金は昨年に比べて大幅に下落し、農家からはこれでは今後やっていけな

いと悲鳴が上がっており、つくるより買ったほうがましだという農家も多くいます。今後、

町の基幹産業である農業を維持していくためにはどのようにしたらよいのか。大規模化、飼

料米への転作、畑作への転換等いろいろな手段があると思いますが、町ではどのような方向

へ導いていくつもりなのかお知らせください。 

  以上です。 

〔５番 根森 雄君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 

○町長（三浦正名君） 根森議員の御質問にお答えいたします。 

  本年産の水稲における全国の作柄は平年並みでありましたが、民間在庫が高い水準にある

ため自給が緩み、過去最低の厳しい概算金が設定され、想定を超える価格の低さに生産者並

びに関係者に衝撃と失望が広がったところであります。 

  諸般の報告でも申しましたとおり、今回の米価下落は経営努力で乗り越えられるものでは

ありません。生産意欲の減退により農業経営及び地域経済に与える影響などを踏まえ、青森

県町村会と連携して、早々に関係機関並びに県選出国会議員に地域農業を維持、発展させる

観点から緊急要望をいたしたところであります。 

  本年におけるこのような状況を踏まえて、平成27年以降の米対策としては、一定の収入が

見込め潜在的需要があります飼料用米や酒米などの新規需要米への転換をお願いしてまいり

たいと考えております。幸いにして、全国農業協同組合連合会においても飼料用米の取り扱

い数量を増大するとの報道がありましたので、新規需要米に積極的に取り組み、また、米価

が下落した際に収入を補塡する保険的制度であります収入減少影響緩和対策、いわゆるナラ

シ対策への加入をあわせて進めてまいりたいと思っております。 

  一方で生産コストの削減にも取り組む必要があると考えております。現在の移植栽培から

直播栽培技術を導入することにより、生産コストを削減できることが実証されておりますの

で、関係機関から指導をいただきながら早期に取り組む必要があると考えております。 
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  今回の米価下落により水田農業をリタイアする方々もあるかと思います。耕作放棄地を回

避するため、農地中間管理機構の活用による集積や、現在取り組んでおります集落営農の推

進、また、薬用作物などの新たな農作物についても今後検討する必要があると思っておりま

す。 

  以上のような施策を展開することにより、本町の基幹産業であります水田農業の維持発展

を図ってまいりたいと思っております。 

  以上です。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 根森議員。 

○５番（根森 雄君） 対策として飼料用米、酒米への転換へ積極的に取り組むと、こういう

ことですが、飼料米につきまして、政府の方針というのはたびたびころっと変わることがあ

るので、例えば太陽光発電の買い取り停止みたいな、そういったこともあり得ますので、飼

料米の補助金、これがいつまで続くか不安なところもあるんですが、今のところはそういっ

た方向へ転換するのがベストだと私も考えております。 

  それはやっぱり農機具とか、そういったやつをそのまま使えるという、そういうところも

ありますので、とりあえずは飼料用米、酒米へ、特に酒米は非常に不足しているということ

です。今、酒の輸出もふえて酒を増産したいけれども、酒米が足りなくて増産できない、そ

ういった状況にあると聞いておりますので、酒米への転換は非常に有望だと思います。 

  次に、コスト減少について集約する、つまり、集約して大規模化を進めるということだと

思いますが、現在のところ大規模化も規模的には、数量的には大きくなっても、それは飛び

飛びでなかなか大規模化のメリットを得ることが難しい、そういった状況ですが、１カ所で

大きな面積でやるのが一番コストを低く、画期的なコスト減少となりますけれども、今のと

ころはそれはちょっと不可能に近いので、少しずつでもそうやって集約を進めていくしか手

はないのではないかと思っております。 

  直播についてでは、これは水田、水を張った直播のことと思われますが、これもかなりコ

ストは下がるんですけれども、今一番注目されておりますのは乾田直播です。乾田直播です

と、直播は一般的に１割くらい収量が下がると言われていますけれども、省力化によって十

分、その分は転換できるということです。乾田直播の場合は、１時間１ヘクタールの種まき

が可能だそうです。つまり、１日に10町歩ぐらいの種まきができる画期的な方法ですので、

これも十分に研究していただきたいと思っております。 
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  それから、放棄地、これについては、やはり、町長が今言われました薬用植物等、そうい

ったものも含めて放棄地を減らしていく、そういう方向で頑張ってほしいと思います。 

  ただ、ここで大きな問題になるのは、最近にわかに問題になってまいりました人手不足で

あります。今、農家の手伝いの人にも困っている、そういった話も聞くようになりました。

ですので、人手のかかる労働集約的な農業、価格は高いけれども手間のかかる農業というの

は、だんだん難しくなっていくのではないかと思っております。そういったことについて、

人手不足という問題については、どのように考えておりますでしょうか。 

○議長（和田寛司君） 小村農林課長。 

○農林課長（小村一弘君） 御質問の内容は、人手不足の対応ということでございましたが、

先ほど町長の答弁にもありましたとおり、集落営農本部を設置して推進しております。集落

営農の中で人手不足を解消しながら地域の農業を守っていきたいというふうに考えておりま

すので、そういう集落営農を地域から立ち上げていただきたいというふうに考えております。 

  また、そのほかに、人手不足ということで、今、進めておりますのが障害者の雇用です。

そういう面も三八地域県民局と連携しながら、障害者を雇用していただくということで、人

手不足の解消も図っていきたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（和田寛司君） 根森議員。 

○５番（根森 雄君） 人手不足の対策、そういった方法でとりあえず頑張っていただきたい

と思いますが、将来的にやっぱりＵターンですね。定年過ぎた方でも十分農業できますし、

健康にも非常によろしいですので、そういった方々のＵターンを積極的に進めていっていた

だきたいと思います。 

  それから、農業実習生としての外国人の受け入れ、これもこれからは大幅に取り入れてい

く必要があるのではないかと考えております。 

  それから、人手のかからない農業というと、やっぱり穀物生産、機械化のできる穀物生産

ということになると思うんですが、集約を進め、例えばソバ、小麦、この二毛作ですね、こ

ういったことで集約を向上させる、そういった方法が考えられます。 

  それから、あくまでも小規模にこだわる方々には、無農薬、有機栽培、こういった方法な

どで高付加価値の作物をつくっていただいて、それで収入を上げるように頑張ってほしいと

思っております。 

○議長（和田寛司君） 根森議員、質問は簡潔にお願いいたします。 
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○５番（根森 雄君） 薬用作物も含め、これから農林課の役割は今後ますます重要となりま

すので、十分期待しております。頑張っていただきたいと思います。 

  終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 次に、松山泰治議員の発言を許します。 

  質問方式は一問一答です。 

  松山泰治議員。 

〔１０番 松山泰治君 登壇〕 

○１０番（松山泰治君） おはようございます。 

  議席番号10番、松山泰治です。 

  12月定例会に当たりまして、通告してあります人口減少対策について質問します。 

  地方の時代と言われ10年以上たつ中、全国の市町村ではさまざまな人口減少対策をしてき

たと思いますが、その努力にもかかわらず、今、耳に入る言葉は消滅自治体という言葉です。

五戸町は町長の努力により財政は上向きになっていますが、全国の市町村と同様に人口減少

には歯止めがかかりません。そこで思い切った対策を立てなければならないと思います。 

  お伺いします。 

  町長は人口減少対策の長期展望を持って、どのように取り組んでいくのか。青少年が夢を

持って五戸町に住みたいと思うようなそういう工夫をしていくのか。青少年の雇用創出をど

のように考えていくのかをお聞きいたします。 

  以上です。 

〔１０番 松山泰治君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 

○町長（三浦正名君） 松山議員の御質問にお答えいたします。 

  最初に、人口減少対策に長期展望を持って取り組んでいるのかという御質問でございます。 

  人口減少問題につきましては、９月定例会においても同様の質問がございました。人口減

少対策として町がこれまで行った施策としては、合併まちづくり計画のベッドタウン推進プ

ロジェクトの低保育料推進プロジェクト。また、最近では、放課後児童クラブの時間延長や

中学生までの入院医療費の無料化などでありますが、これらの施策はもちろん長期展望を持

って実施し、それなりの効果があったと思っております。 
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  しかしながら、国全体が人口減少に転じている状況におきまして、地方はさらに若者の大

都市圏への人口流出という問題を抱えており、町独自の施策は人口減少という大きな流れに

逆らえず、埋没してしまっている状況にあります。このような地方の状況を変えるために、

政府はこのたび地域創生関連２法を提出し、今国会において成立させました。 

  町としましても、次年度以降、地域創生交付金が制度化されることも視野に入れながら、

26年10月６日、五戸町少子化対策推進本部を設置し、検討いたしております。地域創生関連

２法はまち・ひと・しごと創生本部においてまとめられ、若い世代の就労、結婚、子育ての

希望の実現を目指して地方の新規企業、雇用創出、子ども・子育て支援策の充実、地方への

移住・交流促進、農山村の振興、教育や文化による地域づくりなど多岐にわたる内容が盛り

込まれており、各省庁が市町村や企業等の取り組みを支援するものとなっております。 

  町といたしましては、平成26年10月６日、五戸町少子化対策推進本部を設置し、全課から

職員提案を募集し、現在分析協議中であります。今後、同本部においてまとめられました計

画事業などが地方創生交付金にのせられるかどうか検討していきたいと考えております。 

  また、今年度、平成27年度から平成36年度までのまちづくりの基本となる第２次五戸町総

合振興計画を策定中であります。この計画は10年間という長期展望に立った計画であります

ので、住民アンケートやパブリックコメント等を反映した計画となります。 

  次に、青少年が夢を持って五戸町に住みたいという思いについて、現在の状況を分析しま

した。根拠となるものが現在策定中の（仮称）第２次五戸町総合振興計画で昨年実施したア

ンケート集計結果であります。 

  その集計内容を分析しますと、一般住民アンケートによる今の町のイメージは静かな町、

あるいは変化のない町が挙げられております。これからの町のイメージにつきましては、自

然の豊かな町、安全・安心の町などが上位を占めております。小・中学生アンケート集計で

は、五戸町のよさ、自慢できることの問いに、馬肉や倉石牛などの特産品、緑が多く水や空

気がきれい、犯罪や事故が少なく安心して暮らせるが上位を占めております。また、小・中

学生のアンケートで五戸町に住み続ける意向があるかを調査したところ、46.6％がこれから

も住み続けたいという回答結果でありました。 

  このような中で、町では小学校統合が実施され、平成25年度から児童・生徒、高校生、一

般まで幅広く利用できるコミュニティバスを運行いたしました。いわゆる青少年の交通移動

手段の基本を確保しております。また、五戸町の将来を担う青少年の育成につきましては、

人間性、社会性を育むとともに、多くの住民が参加できる機会の確保なども大事な要素であ
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り、同総合振興計画を基本に創意工夫ができる事業を検討していく考えでおります。 

  次に、青少年の雇用創出をどう考えているかについてであります。 

  中、高校、大学を卒業した社会人として就職スタートのことと受け取りました。現在青少

年の就職情報は、高校、大学等の就職活動取り組みのほか、ハローワークでの就職活動情報

がございます。特にハローワークの情報はインターネット等でも得られる仕組みもあります。

このような環境の中で、先ほど申しましたけれども、五戸町少子化対策推進本部を設置し、

全課から提案をしてもらったところ、その中に就労支援や定住促進の提案もございましたの

で、現在、幹事会等を開催し提案内容を分析中であります。提案内容が次年度からの事業と

して可能か。また、財源の確保ができないか、それ以外の組み合わせにより事業が実施でき

る工夫がないかを重点に検討しております。国の動きとしまして、町、人、仕事が地域再生

の鍵となり、地方創生は箱物からソフト事業による展開傾向があるようでありますので、当

町としましてもこの機会を逃さず取り組んでいく次第であります。 

  また、第２次総合振興計画につきましても、素案の中に雇用対策、新たな産業の育成にか

かわる項目がありますので、６次産業化や新規企業への環境整備を初めとした関係機関との

連携を図るほか、今後、新規学卒者を初めとする若年層やＵターン、Ｊターン、Ｉターン希

望者就職を促進するための説明会への参加など、情報提供を積極的に展開する考えでありま

す。 

  以上であります。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 松山議員。 

○１０番（松山泰治君） 五戸町総合計画振興も大変大事なんです。それから、国のまち・ひ

と・しごと創生本部の国と一緒にやるのも大切ですけれども、それだけやっていると現行対

策に不十分じゃないかと。なぜかというと、全国市町村、どこも歯どめがかかっていないか

ら、この地域に合って自分でアイデアを持ってやらなければならないと思います。 

  人口減少対策で一番大事なのは雇用創出だと思います。読売新聞にもこの人口減少対策対

応とありました。これは大企業、三菱不動産社長が言っていました。コンパクトなまちづく

り再機構、こういうのでは五戸町は合わないし、大都会は大会社が雇用をつくってくれます。

過疎の五戸町では広い農地を活用し、役場が積極的に雇用創出しなければ解決できないと思

います。 

  ちょっと長くなりますが、アイデアを出して、12月４日に議員県外研修の報告会がありま
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して、その中で箱根町、人口１万3,200人、財政規模143億、人口規模として大きい予算で、

自主財源が総収入の72.5％と豊かな町です。そして観光客が毎年2,000万人前後、というこ

とは雇用もあると思いますが、それでも人口は減少しているそうです。何が足りないかとい

うと、青少年が夢を持って働けるところなんです。そういうのが想像つくと思います。 

  そこで、副町長、二十数年前の話を持ち出しますが、役場サッカー部が強いときには、

小・中・高のサッカー少年はみんな役場に入ってサッカーをやりたいと言っていましたけれ

ども、記憶はございますか。 

○議長（和田寛司君） 鳥谷部副町長。 

○副町長（鳥谷部禮三郎君） 以前は五戸町サッカー部も強い、全国に名をはせたサッカー部

でございます。小・中・高の方々も五戸町の役場に入って全国制覇したいなと、夢を持って

いる方もあったやに聞いてございます。 

○議長（和田寛司君） 松山議員。 

○１０番（松山泰治君） ありがとうございます。 

  その結果、どういうようにつくるかというと、倒産しないでスポーツ振興し、農業ととも

に生きる会社で雇用創出しなければなりません。町長にそういう会社、創造できますかと聞

いても返ってこないから次にいきます。 

  五戸町の施設などを使い契約栽培、委託生産で確実に利益を上げ、その利益を町民に還元

する。勤務時間は午前６時から午後３時までとし、その後の時間をスポーツで楽しむような

会社を創立する。その１つに養豚委託産業、いいことがいっぱいあります。放棄地を借用し、

町に放棄地が少なくなる。飼料米、大豆、トウモロコシ、ヒマワリなどを栽培し、豚の餌と

する。なぜヒマワリかというと、ドングリを食べて有名な豚もありますので、ヒマワリの種

を食べて五戸産の有名な豚もできるんじゃないかと思っています。もう一つは、放棄地が道

路の近くにある場合、ヒマワリを植えたほうが町のイメージがよくなると思います。 

  ２つ目は大事です、町長。６次産業です。商店街の活性化。五戸町でつくっていないもの

をつくる。これは養豚の利益でやる。養豚で利益上げたので還元でやる。焼酎、ビール、ワ

イン、また、豚ですからウインナーとか、できれば米でつくるお菓子などをつくればいいと

思います。私は酒を愛していますから、焼酎で例を言います。五戸町で１カ月間に2,000円

分焼酎を飲む人が3,000人いるとします。１人で１年で２万4,000円です。3,000人だと7,200

万円になります。その半分の人が五戸町でつくった焼酎を飲んでくれると3,600万円になり

ます。養豚の利益でジャガイモをつくり、焼酎をつくり、その焼酎を商店街の人に売っても
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らうんです。６次産業ですので、育て、つくり、売っていくことで、その利益は五戸町の中

だけで3,600万円が回るわけです。１回つくると何十年も続きます。五戸町で回っています

から。次の年もまた利益があったらビールでもワインでもつくる。毎年3,600万ずつ積み重

なっていきますので、10年たつと３億6,000万が町の中に回ることになります。 

  普通はやっぱり町で焼酎を買っても２割ぐらいは商店に残りますけれども、あと８割はほ

かの町外にいってしまいます。だから、町でお金が回るように、そして芋を育てて焼酎をつ

くって、それで町の人に売らせる。それはその養豚の利益でやると。生産が間に合うように

なったら町外にも焼酎を売り出して、それも全部商店街の人にやってもらう。とにかく商店

街の人が、五戸町でお金が回るようにする。 

  ３つ目はスポーツ振興基金です。６次産業の商品にスポーツ基金のシールを張る。その１

割をスポーツ振興に使う。シールを張ると町の人がもっと多く買ってくれると思います。例

えば、教育長さんに幾ら質問して、中学校とスポーツ少年団の補助金の格差をなくしてほし

いとお願いしてもなくなりません。五戸町の大切な子供を安全・安心な南部バスを利用させ

て遠征させたいものと思っております。それが10年たちますと３億6,000万ですので、3,600

ぐらいの基金ができます。それを活用すると指導者を育成し、スポーツの町として全国にア

ピールできると思います。 

  ４つ目は高齢者の雇用です。生涯隠居はしないとか、何か役に立ちたいという高齢者の活

力を奪わないように、健康で長生きしてもらい、ヒマワリの種を植えたりジャガイモの種な

ど、簡単な作業で働いてもらう。 

  ５つ目は小・中・高の宿泊に援助する。働いて自分のお金で宿泊遠征をすると、スポーツ

に対する気持ちが変わってくると思います。教育ですので、先行投資として多目にお金を出

してやる。 

○議長（和田寛司君） 質問は簡潔にお願いします。 

○１０番（松山泰治君） わかりました。でも、まだあるからちょっと待って。 

  ６つ目、農家の野菜くずを買う。農家で野菜くずは、手間をかけて、お金をかけて捨てる

と聞いていますが、それを豚の餌として買い込む。１つは生ごみ問題。10月15日に民生常任

委員会で十和田広域事務組合に所管事務調査に行きました。生ごみが燃えにくて燃料がかか

ると。生ごみの対策として、生ごみを回収して豚の餌にする。そういうことをいっぱい、こ

のように養豚委託して利益で事業を行い、町民に還元できるようにシステムをつくる。 

  もう一つはトマトの契約栽培です。30年前近く、つくば万博で水耕栽培、１本の木から１
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万5,000個のトマトがなったのを見てきました。あれからまた進歩していますので、簡単に

安く水耕栽培ができると思います。町の施設など使って、水耕栽培をして利益が上がったら

空き家対策に使う。空き家を借りて家賃を払い、税金を払ってもらう。活用方法は水耕栽培

をして高齢者の方々に管理委託をし、居場所をつくる。五戸町の商店がやっていない商売、

例えばカラオケボックスなど、青少年が遊べるものをつくる。 

  このような事業を行い、町の活性化をし、青少年が夢を持って住んで結婚し、子供を育て

る環境を整え、人口減少に歯どめがかかると思います。このあとは町長の決断で、今年の流

行語大賞であります「ダメよ～ダメダメ」と本当に五戸町が消滅自治体となると思います。

去年の大賞で「今でしょ！」だと私は思いますが、町長の意見をお聞かせください。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） ただいま松山議員からさまざまな御提案をいただきました。私も今、

メモをさせていただいておりますし、各担当課長もちゃんと記録しておると思います。 

  いろいろおもしろい御意見もございました。ただ、これから、先ほども申し上げたとおり、

少子化問題に対するいろいろな案が出ておりますので、それを、松山議員の案も含めた中で、

それをまとめていきたいと思っております。できるかできないについては、また、これは精

査しなきゃなりませんけれども。 

  要するに、国のほうも法案はこの前成立したわけでありますけれども、まだ27年度予算、

いつこれが成立するのか、衆議院選挙が入ってしまいましたのでわかりません。また、予算

成立の後、いろいろな要綱とか、さまざま町、地方創生のあれが出てくると思いますけれど

も、それらを見ながら、どういう形で町としてそれに乗っかれるか、いろいろやっぱり研究

しなきゃならないと思っております。そういう形で今後少子化問題に松山議員の提案、御意

見も頭に入れながらまとめてまいりたいと、そう思っております。 

○議長（和田寛司君） 松山議員。 

○１０番（松山泰治君） よろしく検討をお願いします。 

  もう一つは、国でもやっているし、県は人口減少克服プロジェクトを取り組んでいますの

で、県とタイアップして果樹センターに東京都から人を引っ張ってくるなりのことを考えれ

ばいいんではないかと思っております。 

  そして、それに取り組むに当たり、総務課長も退職しますけど、もっと、40年世話になっ

た五戸町に自由に動けて、そういうのに取り組んでもらえるような何でもやる課でもつくっ

て、退職した課長さんたちに、もっと、老人と同じ、引退してもらうのではなく、ぜひ、課
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長さんたちをいっぱい使って、退職する課長さんは、いたい人は２年ありますので、それも

検討したほうがいいと思いますけれども、町長どう思いますか。副町長でもいいです。 

○議長（和田寛司君） 鳥谷部副町長。 

○副町長（鳥谷部禮三郎君） 今、松山議員から退職する職員の能力を発揮してもらうと、長

年の経験もあります人材でもありますので。実は、再任用制度を実施しておりまして、現時

点で10名ほど再任用したいと、受けるという方が出てございます。それで私ども、今現在、

私の個人的な考えもあるんですけれども、課長さん方が、かなりの方が再任用を受けるとい

うことでございます。当面、１年だけになるわけでございますけれども、せっかく能力のあ

る方々でございますので、何かプロジェクトチームでもつくって、何か１つ町に提案してみ

たらどうかなと、やってもらえたらいいなと、そういう考えも実は私、総務課長に話をして

おりました。これはあくまでも強制ではできませんので、そういう、１年間大いに町に提言

する機会も持っていただければ、私どもも助かるなという考えは持ってございます。 

○議長（和田寛司君） 松山議員。 

○１０番（松山泰治君） ぜひそのようにしてください。もったいないです。 

  次、11月28日に聞いた南小学区のことですけれども、私を育ててくれました南学区が何も

やらないということで、28日に町長から聞きましたけれども、では、慌てて言います。 

  五戸町の事業をいろいろ考えていましたけれども、地元から出ないということですので、

五戸町の事業を町内外にアピールの１つとして、Ｊリーガーを３人輩出している南小学校の

跡地に、南小学校のＪリーガーの指導者を招いて、青少年がオリンピック選手やＪリーグ選

手を目指せる環境として合宿所をつくり育成し、夢を持てる五戸町をアピールしたらどうで

すか。町長にお伺いします。 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

○町長（三浦正名君） 旧南小学校に合宿所をつくって、Ｊリーグの指導者を呼んでやったら

どうかという御意見でございますが、先ほど申し上げましたとおり南小学校については公募

すると。特に事業をこういった職種じゃなきゃならないとか、そういうことではありません

ので、まだしっかり要綱はできていませんけれども。ですから、どうぞ、公募ですから、ど

んどんそういう提案をしていただきたいと思います。単に思いつきを言ってくれと言うんじ

ゃなくて、計画を出していただきたいと。それによって、幾つ提案が出てくるかわかりませ

んけれども、ただただ町にこれをやってくれじゃなくて、私はこれをやりたいんですと。そ

れでもってその計画を私どもが判断していくということでございます。公募が全くない、応
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募者がなければ、また、町独自で考えることもあるかなとは思っていましたけれども。 

  以上です。 

○議長（和田寛司君） 松山議員。 

○１０番（松山泰治君） わかりました。 

  では、体育協会の松尾先生とサッカー協会の大髙さんに頼んで何かつくってもらいます。 

  最後になりますけれども、町長に、小さな町は弱者ではないと思います。行動を起こすか

起こさないかだと思います。だから、いっぱいアイデアを持って動かなければ、だんだん尻

すぼみすると思います。それを考えてほしいと思います。五戸町の20年、30年後を見て、い

い決断をしてほしいと思います。 

  以上で終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 次に、若宮佳一議員の発言を許します。 

  質問方式は一括です。 

  若宮佳一議員。 

〔８番 若宮佳一君 登壇〕 

○８番（若宮佳一君） 議席番号８番、五戸町が大好きな若宮です。 

  五戸町議会第26回定例会において、通告してあります質問を順次させていただきます。 

  質問に入る前に、ことしは広島県で発生した豪雨による同時多発的な土砂災害と木曽御嶽

山の噴火災害、そして先日の記録的大雪など、大自然の営みの大きさと人間の営みの大きさ

の違いをまざまざと見せつけられた１年だったとつくづく考えさせられます。もうすぐやっ

てくる平成27年は、町民皆様にとりまして明るい話題がたくさんできる平和な１年になるこ

とを祈ってやみません。 

  また、先ほどの尾形議員の質問の中において、三浦町長が来年度の五戸町長選に向けて立

候補の決意が固まっている由の答弁もございました。三浦町長におかれましては何とぞお体

に留意されまして、持ち前のバランス感覚で安全・安心、平和な五戸町のまちづくりに向け

てより一層の御尽力をお願い申し上げます。 

  それでは、質問に入らせていただきます。 

  平成27年度からの10年間の第２次五戸町総合振興計画について質問をしたいと思います。 

  まず１項目ですが、先日の議員全員協議会でも説明していただきました現在策定中の総合

振興計画ですが、その進捗状況はどうなっていますか。お伺いします。 
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  次に、２項目として、全国的に少子化、人口減少社会に突入している状況で、五戸町とし

て維持、発展するための対策をどう考えていくのか、次の５点についてお伺いしたいと思い

ます。 

  まず１点目の教育の分野として、以前、特定健診の受診率が青森県下で最下位だというこ

とを受けて、受検の町五戸を提案させていただきましたが、生涯健康で生き生きと生活する

ための健康教育を今後どう考えていきますか。お伺いします。 

  また、どの地方、地域でも地域医療を守ってくれている医師不足の問題が取り沙汰されて

います。医師をつくる町五戸に取り組んでいただけないものかお伺いします。 

  そして、10年後の五戸町の発展やにぎわいを考えるとき、現在の中学生や高校生の存在は

欠かせません。現在、五戸町に３つの中学校がありますが、現在の状況と10年後の姿はどう

いったものになると予想されているのかお伺いします。 

  次に、２点目の医療、福祉の分野の質問をいたします。 

  地域の安心の源である五戸総合病院のあり方をどう考えていくのかお伺いします。また、

先ほどの受検の町五戸のまちづくりについて、教育分野でも質問いたしましたが、福祉の現

場サイドではどういった考えをお持ちなのかお伺いしたいと思います。平成24年度、平成25

年度と第５期介護事業計画に基づいて地域密着型特別養護老人ホームを２カ所開所、運営さ

れておりますが、今後第６期介護事業計画において介護施設のあり方をどう考えていきます

か、お伺いします。 

  次に、３点目の公共インフラの分野として下水処理、道路維持、修繕、改良、そして簡易

水道の事業について、今後のあり方をどう考えていくのかお伺いします。 

  最後に４点目の地域振興の分野と５点目の農業の分野としてのあり方をどう検討していく

のかお伺いしたいと思います。 

  最後の３項目の質問に移りますが、質問の冒頭にことしの災害のお話をさせていただきま

したが、五戸町は防災の町五戸のまちづくりを推進すべきと思いますが、いかがお考えでし

ょうか。私たちの五戸町は青森県南に存在しており、地震や台風、大雨や大雪などの災害の

影響が比較的少ない地域であり、その特性を生かしたまちづくりが望まれているのではない

かと考えますが、町長のお考えをお聞かせください。 

〔８番 若宮佳一君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 
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○町長（三浦正名君） 若宮議員の御質問にお答えいたします。 

  まず１つ目は、五戸町総合振興計画、第２次でありますけれども、その進捗状況のお尋ね

でございます。 

  第２次五戸町総合振興計画策定については、平成25年度より着手しており、平成25年度に

は18歳以上の一般町民と町内の小学校５年生と中学校２年生にアンケートを実施しました。

一般町民用アンケートは無作為に抽出した2,000人に送付し、660通、33％の回収率でありま

した。小・中学生用アンケートは全対象者の266人にお願いし、100％の回収率でありました。 

  次に、平成26年度においては生活環境分野、福祉健康分野、教育文化分野、産業分野の４

分野からなる計24人のメンバーでまちづくりワークショップを開催し、話し合いを計３回行

っていただき、最終的にはそれぞれの分野から町への提言を発表していただきました。 

  また、10月21日に五戸町総合振興計画審議会を設立し、第１回審議会を開催。私のほうか

ら金澤孝吉審議会会長に計画について諮問し、審議会から意見を求めております。同審議会

では、先ほどのアンケート結果やワークショップにおける提言、国の動向等をもとに作成し

ました計画骨子案を説明させていただき、委員から了承していただいております。 

  11月４日には役場の庁内の全課長からなる策定会議を開催し、策定に向けて庁内の体制を

整備しております。現在は計画素案まで作成しており、この計画素案について広く町民から

意見を募るパブリックコメントを町内４カ所と町ホームページで行っております。 

  また、パブリックコメントと並行して、計画素案について関係課からヒアリングを実施し

ました。このヒアリングについては、それぞれの施策についての現状や今後の方向性等を確

認し、基本計画の部分の柱にしていきたいと考えております。 

  12月４日には、議員全員協議会を開催し、議員の皆様に同計画について御説明申し上げま

した。 

  今後の予定としましては、これらのパブリックコメントや各課ヒアリング内容を計画に反

映させながら追加、修正等を加え、平成27年１月中旬に第２回審議会、２月中旬に第２回議

員全員協議会を開催、その後、第３回審議会を経て計画を策定していきたいと考えておりま

す。 

  次は、少子化、人口減少社会に突入している状況で五戸町としての維持発展をするための

対策という中で、まず最初に、生涯健康で生き生きと生活するための健康教育をどう考えて

いくのかという御質問でございます。 

  生涯健康で生き生きと生活するためには、子供のころから自分の健康に関心を持ち、生涯
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にわたり習慣として健康に注意を払うという意識を持ち続けることが必要だと考えておりま

す。そのためには、全ての町民が健康について必要な習慣や態度、知識を習得している必要

があり、その知識を習得するためには、子供のころからの健康教育が重要になってきます。

現在、学校での健康教育は体育及び保健体育の保健で、心身の健康、安全全般についての知

識の習得を行っております。 

  また、学校給食においても、毎日の食事を通して健康な食生活習慣の形成と栄養指導など

を含めた食育を進めているところであります。健康で生活するためには、病気の早期発見、

早期治療が必要であります。そのためには、定期的な健康診断が最も重要なことだと考えて

おります。将来にわたって習慣として健康に注意を払うという意識を持つためには、健診の

重要性の知識を習得させるための小・中学校での検診についての健康教育を充実させていく

ことが重要だと考えております。 

  次に、医師をつくる町のまちづくりについてでありますが、現在、学校教育では、将来社

会的、職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現す

るための勤労観、職業観を育成するための教育活動としてキャリア教育を行っております。

将来の職業については、どのような職業であっても社会の中では必要なもので、特定の職業

について特別に意識づけをするような教育は、義務教育においては難しいことだと考えてお

ります。そこで、教育の分野としては、より多くの児童・生徒が将来医師を含めて自分が希

望する職業を思いどおりに選択できるように、一人一人の学力を向上させるための施策が重

要だと考えております。 

  次に、川内中学校、倉石中学校、五戸中学校の現状と10年後の姿はどうなっているかとい

うことでありますが、現在の３中学校の在校生数と普通学級の学級数の状況は、五戸中学校

が261人で９クラス、川内中学校が86人で３クラス、倉石中学校が74人で３クラスとなって

おります。10年後の平成36年度には、五戸中学校が204人で９クラス、川内中学校が85人で

３クラス、倉石中学校が49人で３クラスとなる見込みであります。川内中学校は増減しなが

らもマイナス１人で現状維持となっておりますが、五戸中学校がマイナス57人、約22％の減、

倉石中学校がマイナス25人で約34％の減となる見込みであります。ただ、川内中学校に関し

ても、さらに２年後の平成38年度には、16人マイナスの69人まで減少する見込みとなってお

ります。 

  次に、五戸総合病院のあり方についての御質問がございました。 

  現在、五戸総合病院は、病床数174床で診療科目９科を有し、急性期医療を初め慢性期医
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療、在宅医療、周産期医療、小児医療、救急医療などを提供し、五戸地方、または近隣市町

村の医療の中核を担い、総合的な医療の役割を持ち、地域住民の健康管理に力を入れてまい

りました。今年度４月より地域の医療機関や福祉施設等との連携強化、医療相談の充実、入

院患者の退院支援、訪問診療の補助及び福祉相談業務の充実などを目的に、地域医療連携室

の設置を行いました。 

  また、よりよい医療提供と地域医療の充実や医療サービスの向上を図るために、地域包括

ケア病棟導入に向けて検討を重ね、病床数や看護師の体制、施設基準を検証し、届け出の準

備を進めながら最後の詰めを行っているところであります。 

  国では病床機能の再編を考えております。医療機能の分散化や連携を推進し、急性期医療

から回復期医療を経て自宅に戻る在宅医療の提供を目指しております。具体的には平成27年

度より地域医療構想の策定に向け動き始めるところでございます。今後ますます高齢化が進

行し、西暦2025年に高齢者の人口がピークと予想されております。地域の医療需要の推計を

し、地域にふさわしいバランスのとれた医療を提供していくことが望まれます。 

  このような中で、医療ニーズはますます高度化、専門化していくことが予想されます。こ

れらに対応していくためには、医療体制の充実を図るとともに、町内外の医療機関や福祉施

設等と広域的な連携をとりながらの取り組みが必要となると思われます。これからは、地域

住民に保健活動として定期的な健診を受けていただくことや、かかりつけ医療を持ち、早期

発見、早期治療につなげる体制づくりや、地域包括ケアシステムを構築し、連携強化に努め

る必要があると考えております。 

  次に、受検の町づくりについてであります。 

  平均寿命が男女ともに県内で下位であることや、平成24年度の特定健診受診率が県内最下

位という現状を踏まえ、私は年度当初に、今年度の重要施策に特定健診受診率の向上を目標

に掲げました。このため、今年度から新たに行ってきた取り組みを言いますと、特定健診の

自己負担を無料化、日曜健診の実施、土日、祭日の早朝、夜間に自治会へ保健師が受診勧奨

の説明に出向き、さらに五戸まつりや町民運動会などのイベントのたびに受診をＰＲするな

どした結果、11月までに予約数が昨年度の実績である891人を上回る904人となっており、受

診率も昨年度の20％を超える見込みとなっております。 

  しかしながら、県内平均は30％ほどでありますので、受検の町どころか現在の町の目標に

も遠く及ばない状況でございます。町民の健康寿命を延伸するためには、生活習慣病を予防

し、病気の兆候を見逃さないことが大事であり、健診により定期的にチェックする必要があ
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りますので、さらに思い切った施策が必要と思われます。 

  このため、第２次総合振興計画においては、五戸町が受検の町となるよう、健診体制及び

サービスの充実を図ることを盛り込みたいと考えております。具体的には、健診の日程や場

所などの機会をふやすこと。また、町民が料金体系をわかりやすく簡素化するなど、今より

サービスを充実させていきたいと考えております。 

  次に、介護施設のあり方についてお答えします。 

  五戸町においても年々高齢化が進行しており、介護や支援を必要とする高齢者の増加、寝

たきりや認知症高齢者の増加、介護の重度化や核家族化に伴う家族介護力の低下等が進んで

おり、介護を必要とする高齢者とその家族等の保健、医療、福祉サービスに対する需要は一

層高まるものと考えられ、高齢者施策の充実は引き続き町全体の大きな課題となっておりま

す。 

  本計画期間には、団塊の世代が75歳以上に近づくため、住み慣れた地域で安心して生活し

続けられるよう、地域資源を有効に活用しながら介護、医療、予防、生活支援、住まいが連

携した切れ目のない支援を提供するなど、地域包括ケアの構築を団塊の世代が後期高齢者と

なる平成37年をめどに整備を図っていくことが求められております。 

  このため、高齢者福祉及び介護保険事業計画に基づき、介護予防を重視した施策を展開す

るとともに、高齢者の生きがいづくりと社会参加の促進、健康づくりの推進などに取り組み、

地域で支え合う社会づくりを進めてまいります。 

  また、介護施設等については、要介護者の増加、ひとり暮らし高齢者などに対応できるよ

うに、需要と供給のバランスを見ながら将来的な見通しを立て、十分検討、協議し、基盤整

備を計画的に進めてまいりたいと考えております。 

  次に、公共インフラについてでございますが、まず最初に、下水処理事業のあり方につい

てであります。 

  下水処理につきましては、平成23年度に人口減少等の社会情勢の変化を踏まえた構想の見

直しに基づいて、青森県汚水処理施設整備構想が見直されたところであります。これまでに

合併処理浄化槽の市町村設置型について検討を重ねてきましたが、個人設置型に比べ個人負

担が軽減される等のメリットはありますが、国庫補助の要件である年間10基以上の事業量の

確保や財政及び事務負担の増加など懸念される点もあります。今後は合併浄化槽の設置を希

望するまとまった地域があれば、浄化槽等の設置世帯の調査やアンケートを行い検討したい

と考えております。 
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  次期の地域再生計画では、汚水施設処理整備交付金を活用し、公共下水道と合併処理浄化

槽の個人設置型をあわせて整備することにより、水洗化率の向上と快適な生活環境を目指し

たいと考えております。 

  次は、道路維持、改良のあり方についてであります。 

  道路は産業活動や日常生活を支える重要な基盤であり、今後も関係機関と連携しながら国

道、県道の整備を促進するとともに、町道については自治会からの要望等を踏まえ、計画的、

効率的な整備を推進してまいります。また、町道の維持管理については、特に夏期の除草作

業や冬期の除排雪作業は、自治会を初め地域の自主的な活動に負うところが大であります。

しかしながら、今後人口減少が進行した場合には、こうした活動を行う団体、あるいは個人

の負担が重くなってしまうことが予想されますので、支援策の拡充を検討する必要があると

考えております。 

  次に、簡易水道についてであります。 

  五戸町には町管理水道施設が９カ所あり、倉石地区に４カ所、浅水地区に３カ所、手倉橋

地区に２カ所であります。浅水地区、手倉橋地区については、設置経過年数が十二、三年程

度と比較的新しい施設でありますが、倉石地区につきましては設置から30年以上経過し、施

設の老朽化対策が必要となってきていることから、長寿命化計画を策定し国庫補助の活用に

より水道施設の機能を強化して水質改善と安定供給を図ってまいりたいと思っております。 

  また、現在、作成中であります五戸町簡易水道事業統合計画内容を検討し、八戸圏域水道

企業団の動向を見きわめながら、今後の事業を運営していきたいと考えております。 

  次は、地域振興の分野としての御質問でありますが、町では地域振興の分野の施策は地域

コミュニティー、協働によるまちづくりが基本になると捉えております。地域振興にかかわ

る分野は、地域においても少子高齢化や核家族化、生活様式に至るまで時代の変化により変

貌しております。例えば、生活に密着した道路、側溝整備を初め、地域住民が中心となり協

働作業を展開している地区もございます。第２次総合振興計画では、以前から増して協働に

よるまちづくりが展開できるよう計画しております。現在、地域振興の基本は五戸町まちづ

くり基本条例を制定し、当町の全域において地域住民や団体が中心となり、事業が展開でき

る制度が確立されておりますが、今後も地域づくりの活動を支援するとともに、地域の実情

に応じた対策を講じ、将来にわたり安心して生活ができるよう集落の形成に努めてまいりま

す。 

  次に、農業の分野についてであります。 
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  農業の現場を取り巻く状況は厳しさを増しております。特に基幹的農業従事者の高齢化や

後継者不足、耕作放棄地の増加、また、本年のように米価下落による農業経営の厳しい現状

などが挙げられます。とりわけ第１次産業就業者数は減少の一途をたどり、昭和60年の

4,468人から平成22年では2,117人となり、2,351人の率にしまして約53％の減少となってい

るところであります。 

  このため、各地域において将来の農業について話し合いの場を設け、人と農地を一体的に

解決する人・農地プランを平成25年３月に策定するとともに、五戸町集落営農推進本部を設

置し、問題解決に取り組んできたところであります。本計画におきましても農業従事者の課

題解消のため、引き続き集落営農推進の強化を図り、担い手確保のため国の政策であります

青年就農給付金の積極的な活用を行い、耕作放棄地対策としましては、農地中間管理機構の

活用及び農地の集約化による生産コストの削減などによりまして、農業生産基盤の安定化を

図り、五戸町の力強い農業の持続と美しく活力ある農村をつくり上げてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、防災の町五戸のまちづくりをするべきではないかという御質問でございます。 

  防災まちづくりとは、広い意味では地震、津波、火災爆発、豪雨、豪雪などの自然現象を

誘因として発生する被害をできるだけ小さくするように、災害に強い町をつくっていく行政

と住民の協働努力と定義されます。五戸町は災害の発生やそれによる被害は比較的少ない地

域であり、そのことからすれば近隣市町村からの避難者の受け入れもできるものと思ってお

ります。その場合、避難者を収容する施設の確保も必要となりますが、新たに建設すること

は難しいと思いますので、町で指定している避難所を利用することを検討する必要がありま

す。しかしながら、行政単独による取り組みは不十分であり、住民や企業を初めとする地域

構成員全員の連携協力をしていこうという積極的な姿勢が最も重要であると考えております。 

  そのためには、住民が災害の恐ろしさや地域の一員として自覚し、主体的に地域の安全を

担うだけの力を養っていくことが必要となってきます。個々人の自覚が地域全体に自立と連

帯を育み、地域における協働の防災まちづくりへとつながっていくものと考えております。

そのためにも住民同士や住民との行政専門家などの間において、地域のあらゆる主体の防災

意識の共有化を図っていくことが必要と考えております。 

  以上であります。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 若宮議員。 
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○８番（若宮佳一君） 何点かお伺いして終わりたいと思いますが、今、本当に町長のほうか

ら、この間全員協議会で説明いただいた第２次五戸町総合振興計画を、ただいま、町長の気

持ちも含めて説明していただいたような感じで聞いておりましたが、私、ちょっと気になっ

ているところといいますか、最後、防災の町という位置づけといいますか、そこからちょっ

とお聞きしたいと思いますが、防災の町という、みずから災いに遭わないといいますか、比

較的災害が少ない町だということでございました。災害に強いまちづくりという位置づけも

ありますが、広域な災害、例えばこの間の津波のときとか、広島での土砂災害、かなり広域

な範囲で被害をこうむっていると。御嶽山の噴火の場合はどの辺まで及んだかわかりません

けれども、そういった土地の場所からいっても、海からもちょっと離れていますし、火山か

らもちょっと離れていますしと。原子力施設からもちょっと離れていると。比較的岩手県よ

りは山が深くないという、穏やかな地形だということでございまして、そういうような五戸

町特有の地形を利用した広域的な防災の町という、そんなまちづくりを目指して、北東北と

か東北６県ですね、ここをＰＲしていけるようなまちづくりが必要なんじゃないかなと思い

ます。 

  これは基本構想の中にも防災の町ということで総合振興計画の中には入っておるんですが、

その辺も見据えて、ちょっと具体的にまた３月、防災のまちづくりについて、今ここでまた

やっていると長くなりますので、３月にまた具体的な形でちょっと提案させていただいて、

総合振興計画の実施計画のほうにうたっていただければまたありがたいなと思います。 

  この防災の町というのは本当に、いつどこで何が起こるかわからないものですから、起き

てから対応していてもちょっと間に合わないと。ですから、いつ来るかわからないのに準備

しておかなきゃならないというような事業だと思うんですけれども、そういう五戸町の、あ

そこは何かあったら五戸町に電話すれば何とかなるよとか、避難所を仮設住宅でもつくった

らどうだとかというような話、五戸町には土地がいっぱいあるよとか、そういうようなまち

づくりを長期的に考えていかなきゃならないものだと思っていますので、ひとつよろしくお

願いしたいと思います。 

  １個１個いくと、もう本当に時間がなくなりますので、簡単にいきます。 

  総合振興計画の進捗状況はこの間お伺いしましたので、２月中旬の審議会の決定で策定す

るということでございます。 

  あと、教育の分野ということで、健康教育をどう考えていくかということでございます。

これは先ほど町長答弁では小・中学生とかを対象にというようなことでありましたが、大人
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も参加しなきゃならないなと思います。この大人を指導する先生みたいな役割の方が必要で、

何としても受けないとだめなんだよというようなところまでいかないと、今年度20％ぐらい

になっているというんですが、県の平均34％でしたか、37％でしたか、そこまで全然追いつ

かないなということでございます。子供たちは少なくとも高校に行くのには試験があります。

大人になるためには試験があるんです。ですから、我々大人も１年に１回は試験を受けまし

ょうという、簡単な意識づけの教育でございます。何とか先生になる方、本当に大変だと思

います。悪者にならなきゃならないみたいなのもありまして、何とかその辺も楽しみながら、

そういう健康教育を進めていけるような施策を実施計画のほうでも盛り込んでいただきたい

なと思います。 

  それと、医師をつくる町なんですが、前回の根森議員でしたか、９月議会でも質問されて

いましたのですが、医学部に合格した人のための奨学金制度を少し創設したらどうですかと

いうことでございます。これは町民の皆さんにもテレビに映っていますが、八戸市民病院の

院長先生は五戸町出身ですよね。そういうことなんです。 

  そして、先ほど10年後の中学校の姿とか町長から説明していただきましたが、勉強を教え

る気になれれば、本当に勉強を教えやすい環境になると思います。３クラス、１クラスです

ね。五戸中学校で３クラスです。ほかの学校では１クラス。マンツーマンで教えるのにいい

くらいの教育環境にはなると思います。スポーツするのには、先ほど松山議員のスポーツの

町づくりというんで、スポーツするにはちょっと厳しいかもわかりませんけれども、勉強を

教えるとか、社会的な道徳とか教えるにはすごくいい環境になっていくと思いますので、そ

こにチャレンジしてみてもいいんじゃないかなと思います。 

  それと、医療、福祉のほうの五戸総合病院ですが、先ほど包括ケア病棟をやっていくんだ

ということでございます。そして、一番大事なのは、公営企業法の繰り出し基準内、幾らま

で出してもいいですよと。自治体は公営企業に幾らまで出してもいいですよと。その繰り出

し基準を守るという規模の大きさといいますか、医師の人数とかにも左右されたりするんで

しょうけれども。人口が減っていって患者が減っていっても、繰り出し基準から余分にはみ

出して支援しなきゃならないという、そういう体制だったら、もうどうにもならないと。人

口が減っていっていますから、繰り出し基準も減っていかなきゃならないというような考え

方でいいのかどうかわかりませんけれども、そこを目安に取り組んでいただければいいんじ

ゃないかなと思います。よろしくお願いします。 

  あと、受検の町はもうさっき言いましたので。 
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  あと、インフラのほうの下水処理です、全然進んでいないと。水道とか電気、さまざま

100％に近いような状態なんですが、どうしても進みの具合が悪いと。公共下水道でずっと

進んでいく。そして、今、町長もおっしゃいました個人設置型の浄化槽と併用して進んでい

くと。ある程度、方向転換というのが必要だと思います。総合振興計画のアンケートを見ま

すと、やっぱりそういうことを要望されている方が結構ありました。よろしく考えていただ

きたいなと思います。 

  それと、道路です。道路は各自治会の要望がかなり多くて、それを整理する建設課長は大

変だと思いますが、この優先順位の決め方といいますか、そういうようなのも確立したらど

うかなと思います。毎日来られたら仕方ないと。毎日役場に来られたら仕方ないなというよ

うな感じでございます。それで点数をつけるというわけではありませんけれども、そこの明

確化、いつになったらやってくれるんだというようにいつも言われているようじゃだめなよ

うな気がするんです。何とかお願いしたいなと思います。 

  それと、道路のほうでは除雪、この間、ことしの大雪を見てちょっと感じたことは、南部

バスが、八戸に行くバスとか十和田に行くバスが動けない状態でいるという状態でございま

した。何とか排雪できないですかと。私は町長、副町長にかけ合ったのもあるんですけれど

も、県のほうでやると言っているからということでございまして。でも、県はやっぱり３日

くらい遅れましたね。ですから、そこを五戸が先にぱっと、ここは危険だから先にやります

と。県のほうで後で精算するとか。そういうようなのが大事になってくるんだと思います。 

  ここは五戸ですから五戸の町道しかできませんとか、県道ですから手はつけられませんと

か、やはり県道とか国道レベルですと、利用者が多いからそういう格付になっているのであ

って、その辺を柔軟に対応するような計画にしていただければいいんじゃないかなと思いま

す。県のほうともかけ合わなければならないと思いますけれども、その辺を少し頑張ってほ

しいなと思います。 

  あと、簡易水道です。簡易水道も倉石地区のほうではかなり老朽化しているということで、

ことしの春も大騒ぎになっていましたが、順次、安全・安心、平和なまちづくりです。私、

冒頭にも町長の立候補表明の大きな６本柱を聞いて、どんなまちづくりかなと。フレーズを

ちょっと考えてみますが、安全・安心、平和な五戸町のまちづくりということで何とか頑張

っていただきたいなと思います。 

  質問はありません。終わります。 

○議長（和田寛司君） これをもって「一般質問」を終結いたします。 



－４９－ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

  明９日は午前10時から本会議を開きます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

午後零時１６分 散会 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○ 本日の会議に付した事件 

 日程第 １  議案第７６号から議案第９７号まで（質疑、委員会付託省略、討論、採決） 
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○ 欠席議員  な し 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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午前１０時 開議 

○議長（和田寛司君） これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付いたしたとおりであります。 

  「諸般の報告」は、お手元に配付いたしておりますから、朗読は省略させていただきます。 

〔諸般の報告（４９） 巻末掲載〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第１「議案第76号から議案第97号まで」の22件を一括して議題と

いたします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております「議案第76号から議案第97号まで」の22件については、会

議規則第39条第３項の規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「議案第76号から議案第97号まで」の22件については、委員会の付託を省略する

ことに決定しました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 討論なしと認めます。 

  これより「議案第76号から議案第97号まで」の22件を一括して採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  「議案第76号から議案第97号まで」の22件は原案のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 
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  よって、「議案第76号から議案第97号まで」の22件は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第２「議案第98号 人権擁護委員の候補者の推薦について」を議

題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本案については、会議規則第39条第３項の規定により、提案理由の説明を省略いたしたい

と思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案については、提案理由の説明を省略することに決定しました。 

  これより質疑入ります。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております「議案第98号」については、会議規則第39条第３項の規定

により、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「議案第98号」は委員会の付託を省略することに決定しました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 討論なしと認めます。 

  これより「議案第98号」を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  「議案第98号」は、これに同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「議案第98号」は、これに同意することに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第３「陳情第５号、陳情第７号及び陳情第８号」の３件を一括し

て議題といたします。 

  経済常任委員長及び民生常任委員長から、委員会における審査の経過と結果について順次

報告を求めます。 

  最初に、経済常任委員長、沢田良一議員。 

  沢田良一議員。 

〔経済常任委員長 沢田良一君 登壇〕 

○経済常任委員長（沢田良一君） 経済常任委員会が、平成26年12月４日付で付託を受けまし

た「陳情第７号 政府による緊急の過剰米処理を求める陳情書」について、審査の経過及び

結果を御報告申し上げます。 

  陳情第７号の審査の経過については、特別に申し上げることもなく、その結果については、

お手元に配付されております「陳情審査報告書」のとおりでありまして、陳情第７号は、採

択すべきものと決定しました。 

  なお、採択すべきものと決定いたしました「陳情第７号」につきましては、陳情の趣旨に

より、議会案をもって意見書を農林水産大臣に提出することに意見が一致しました。 

  以上、御報告申し上げます。 

〔経済常任委員長 沢田良一君 降壇〕 

〔陳情審査報告書 巻末掲載〕 

○議長（和田寛司君） 次に、民生常任委員長、松山泰治議員。 

  松山泰治議員。 

〔民生常任委員長 松山泰治君 登壇〕 

○民生常任委員長（松山泰治君） 民生常任委員会が、平成26年12月４日付で付託を受けまし

た「陳情第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情」及び「陳情

第８号 「手話言語法」制定を求める意見書の提出を求める陳情書」の２件について、審査

の経過及び結果を御報告申し上げます。 

  陳情第５号及び陳情第８号の２件について、審査の経過については、特別に申し上げるこ

ともなく、その結果については、お手元に配付されております「陳情審査報告書」のとおり
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でありまして、陳情第５号及び陳情第８号の２件は、採択すべきものと決定しました。 

  なお、採択すべきものと決定いたしました「陳情第５号」につきましては、陳情の趣旨に

より、議会案をもって意見書を衆参両議院議長並びに内閣総理大臣及び厚生労働大臣に、

「陳情第８号」につきましては、陳情の趣旨により、議会案をもって意見書を衆参両議院議

長並びに内閣総理大臣に提出することに意見が一致しました。 

  以上、御報告申し上げます。 

〔民生常任委員長 松山泰治君 降壇〕 

〔陳情審査報告書 巻末掲載〕 

○議長（和田寛司君） これより、ただいまの経済常任委員長及び民生常任委員長の報告に対

する質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 討論なしと認めます。 

  これより「陳情第５号、陳情第７号及び陳情第８号」の３件を一括して採決いたします。 

  「陳情第５号、陳情第７号及び陳情第８号」の３件に対する委員長の報告は採択でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  「陳情第５号、陳情第７号及び陳情第８号」の３件は、委員長の報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「陳情第５号、陳情第７号及び陳情第８号」の３件は、委員長の報告のとおり採

択することに決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 日程第４「議会案第２号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の

拡充等を求める意見書案」から日程第６「議会案第４号 手話言語法（仮称）制定を求める
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意見書案」までの３件を一括して議題といたします。 

  最初に、議会案第２号について、提案者を代表して川村浩昭議員から提案理由の説明を求

めます。 

  川村浩昭議員。 

〔１１番 川村浩昭君 登壇〕 

○１１番（川村浩昭君） ただいま議題となりました「議会案第２号」について提案理由の説

明を行います。説明はお手元に配付されております意見書の案文の朗読をもって説明にかえ

させていただきます。 

  案文を朗読いたします。 

―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充等を求める意見書 

  わが国において、ウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者は350万人以上いると推定

されており、それに対する国の法的責任は、「肝炎対策基本法」や「特定フィブリノゲン製

剤及び特定血液凝固第ＩＸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支

給に関する特別措置法」、「特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置

法」においても指定されている。 

  ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業として実施され

ているが、対象となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的とした抗ウイルス療法

であるインターフェロン治療とＢ型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限定されているため、医

療費助成の対象から外れている患者が相当数に上っている。特に肝硬変・肝がん患者につい

ては、就労困難な者も多く、高額の医療費負担により、生活にも支障を来している状況にあ

る。 

  また、肝硬変を中心とする肝疾患は、身体障害者福祉法上の障害認定（障害者手帳）の対

象とはされているものの、医学上の認定基準が極めて厳しいため、現行の制度は、肝炎患者

に対する生活支援の実効性を発揮していないとの指摘がある。 

  平成23年に制定された「特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置

法」の国会審議において、「とりわけ肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費助成を含む支

援の在り方について検討を進めること」との附帯決議がなされたにもかかわらず、肝硬変・

肝がん患者に対する医療費助成を含む生活支援について、新たな具体的措置は講じられてい

ない状況にある。 



－５９－ 

  肝硬変・肝がん患者への、医療費助成を含む生活支援の実現は、一刻の猶予もない課題で

ある。 

  よって、国会及び政府におかれては、次の事項について、速やかに実現されるよう強く要

望する。 

 １ ウイルス性肝硬変・肝がんにかかる医療費助成制度を創設すること。 

 ２ 身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実 

  態に応じた認定制度にすること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

   平成26年12月９日 

青森県五戸町議会 

―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

  以上です。 

〔１１番 川村浩昭君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 次に、「議会案第３号」について、提案者を代表して大久保均議員か

らの提案理由の説明を求めます。 

  大久保均議員。 

〔３番 大久保 均君 登壇〕 

○３番（大久保 均君） ただいま議題となりました、「議会案第３号」について提案理由の

説明を行います。説明は、お手元に配付されております、意見書の案文の朗読をもって説明

にかえさせていただきます。 

  案文を朗読いたします。 

―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

政府による緊急の過剰米処理を求める意見書 

  2014年産米の価格が全国的に大暴落しています。東北６県の各全農の概算金は前年比30％

～17％と軒並み下落し、青森県のつがるロマン（玄米60kg）とまっしぐらはそれぞれ7,600

円、7,300円といずれも前年比3,200円減の過去最低の設定額となっております。完全に採算

割れをおこしています。 

  今年から経営所得安定対策が半減され、米価変動補てん交付金も事実上、廃止されたもと

で、今でさえ生産費を大幅に下回っている米価がさらに暴落するなら、再生産が根底から脅

かされることになります。とりわけ、担い手層の経営への打撃ははかりしれないものがあり
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ます。 

  政府は、助成金を増額して主食用米から飼料用米への転換を誘導していますが、対策の初

年度ということもあり、種もみの確保、マッチング、貯蔵・調整施設などが未整備であり、

生産現場で十分な対応ができない状況にあります。 

  そもそも、この間の米価の下落は、2013年、2014年度の基本指針を決めた昨年11月の「食

料・農業・農村政策審議会食糧部会」で、今年６月末の在庫が２年前に比べて75万トン増え

る見通しを政府が認識しながら、何ら対策を講じてこなかったことにあります。また、「攻

めの農政改革」で５年後に政府が需給調整から撤退する方針を打ち出したことも追い打ちを

かけております。 

  政府は「価格に影響を与える対策はとらない」と市場任せの立場をとっていますが、主食

の米の需給と価格の安定をはかるのは政府の重要な役割です。アメリカでも「不足払い」と

「価格支持融資」の２本立ての価格支持政策をとっており、暴落対策は資本主義国でも常識

になっています。過剰基調が明確になっている今、政府の責任で需給の調整を行うのは当然

であり、緊急に対策を実施することが求められています。 

  以上の趣旨から次の事項について実現を図ることを求めます。 

  一、緊急に過剰米処理を行うこと。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

   平成26年12月９日 

青森県五戸町議会 

―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

  以上であります。 

〔３番 大久保 均君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） 次に、「議会案第４号」について、提案者を代表して根森 雄議員か

ら提案理由の説明を求めます。 

  根森 雄議員。 

〔５番 根森 雄君 登壇〕 

○５番（根森 雄君） ただいま議題となりました「議会案第４号」について提案理由の説明

を行います。説明は、お手元に配付されております意見書の案文の朗読をもって、説明にか

えさせていただきます。 

  案文を朗読いたします。 
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―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

手話言語法（仮称）制定を求める意見書 

  手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や文

法体系をもつ言語です。手話を使う聴覚障害者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様

に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に守られてきました。 

  しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてきた

長い歴史がありました。 

  2006（平成18）年12月に採択された国連の障害者権利条約（条約第８号）には、「手話は

言語」であることが明記されています。 

  障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、2011（平成23）年８月に

改正された「障害者基本法（昭和45年法律第84号）」では、「全て障害者は、可能な限り、

言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」

と定められました。 

  また、同法第22条では、国・地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、手話

が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、

手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することのできる環

境整備に向けた法整備を国として実現することが必要です。 

  よって、本町会議は、下記の事項について強く要望します。 

記 

  手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身

につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することの

できる環境整備を目的とした、「手話言語法（仮称）」を制定すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。 

   平成26年12月９日 

青森県五戸町議会 

―――――――――――  ――――――――――――――  ――――――――――― 

  以上です。 

〔５番 根森 雄君 降壇〕 

○議長（和田寛司君） これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 質疑なしと認めます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております「議会案第２号から議会案第４号まで」の３件については、

会議規則第39条第３項の規定により、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「議会案第２号から議会案第４号まで」の３件については、委員会の付託を省略

することに決定しました。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 討論なしと認めます。 

  これより「議会案第２号から議会案第４号まで」の３件を一括して採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  「議会案第２号から議会案第４号まで」の３件は、原案のとおり決定することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、「議会案第２号から議会案第４号まで」の３件は原案のとおり可決されました。 

  ただいま可決されました「議会案第２号から議会案第４号まで」の意見書の提出について

は、私に一任願いたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、そのとおり決定しました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 次に、総務常任委員長から、目下、委員会において審査中であります

事件について、会議規則第75条の規定により、お手元に配付いたしました「申出書」のとお
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り閉会中の継続審査の申出がありました。 

  お諮りいたします。 

  総務常任委員長からの申し出のとおり閉会中の継続審査に付することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（和田寛司君） 異議なしと認めます。 

  よって、総務常任委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決定し

ました。 

〔閉会中の継続審査申出書 巻末掲載〕 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） 以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議は全部終了いた

しました。 

  町長から御挨拶があります。 

  三浦町長。 

〔町長 三浦正名君 登壇〕 

○町長（三浦正名君） 五戸町議会第26回定例会の閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上

げます。 

  今定例会に提出いたしました諸議案につきまして、御審議をいただきました結果、いずれ

も原案のとおり御決定を賜りましてまことにありがとうございました。 

  さて、ことしも師走に入り、何かと忙しい時期を迎えました。さらには、衆議院議員選挙

も重なり、気ぜわしい日々であります。また、冬の到来も例年より早く、真冬並みの天候が

続いております。 

  ことしは、今のところ大きな災害もなく、農作物の収穫はいずれもまずまずといったとこ

ろでありますが、米価の大幅な下落は大変気になるところであり、政府の適切な対策を強く

求めるものであります。 

  議員各位には、時節柄、健康に十分留意され、よい年を迎えられますようお祈り申し上げ、

また、五戸町にとっても来年がよい年になるようお祈りいたしまして、私のお礼の挨拶とさ

せていただきます。 

  御苦労さまでございました。 

〔町長 三浦正名君 降壇〕 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（和田寛司君） これにて五戸町議会第26回定例会を閉会いたします。 

午前１０時２７分 閉会 
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第２５回定例会閉会（９月１７日）以後の諸般の報告（４７） 

１ ９月１７日議長は、去る９月１１日招集の第２５回定例会の付議事件を全部議了し本日閉

会した旨、町長、教育委員会委員長、農業委員会会長、選挙管理委員会委員長及び代表監査

委員に通知した。 

１ ９月１７日議長は、第２５回定例会の議決を経た次の条例及び予算を地方自治法第１６条

第１項及び第２１９条第１項の規定により町長に送付した。 

  議案第６０号  五戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例 

議案第６１号  五戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 

議案第６２号  五戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例 

議案第６３号  平成２６年度五戸町一般会計補正予算（第２号） 

議案第６４号  平成２６年度五戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

議案第６５号  平成２６年度五戸町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第６６号  平成２６年度五戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第６７号  平成２６年度五戸町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第６８号  平成２６年度五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算（第１

号） 

議案第６９号  平成２６年度五戸町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第７０号  平成２６年度五戸町病院事業会計補正予算（第１号） 

１ ９月１７日議長は、第２５回定例会の会議の結果を地方自治法第１２３条第４項の規定に

より町長に報告した。 

１ ９月１７日議長は、第２５回定例会の議決を経た次の意見書を関係行政庁に送付した。 

  軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する意見書 

１ ９月２９日監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により次の報告書が提

出されたので、議長は即日これを各議員に配付した。 

例月出納検査結果について（８月分） 

１ 議員派遣の報告について 

  ９月２９日五戸地区議会議員協議会視察研修会に出席した議員から、次のとおり議長に報

告があった。 
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日  時  平成２６年９月２６日（金） 午後２時 

場  所  南部町 多摩川精機株式会社 福地第２工場 

報告概要  南部町商工観光課 総括主査 小村良伸氏から、南部町の企業誘致への取組

みについて説明を受け、ソーラーパーク南部法師岡を視察した。 

        その後、多摩川精機株式会社 取締役本部長 八戸営業所長 塚平守氏を講

師に迎え「南部町の企業誘致について」と題して講演が行われた。 

        さらに、多摩川ハイテック株式会社 代表取締役 相子悦也氏、多摩川モバ

イル電装株式会社 山﨑喜一郎氏、多摩川精機株式会社 総務課長 市沢智浩

氏の案内により、工場視察を行った。 

  出席議員  大沢博、大久保均、髙山浩司、根森 雄、川﨑七保、若宮佳一、尾形裕之、 

        松山泰治、沢田良一、三浦專治郎、中里公志郎、柏田雅俊、三浦俊哉 

１ ９月２９日民生常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１０月１５日（水） 午後１時３０分 

場 所  五戸町役場 第３委員会室 

事 件  所管事務調査について 

       十和田地域広域事務組合一般廃棄物処理施設の管理及び運営状況について 

１ ９月３０日総務常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１０月１５日（水） 午後１時 

場 所  五戸町役場３階会議室及び倉石温泉と夢の森ハイランド 

事 件  所管事務調査 

        ① 指定管理の状況について 

         ・倉石温泉と倉石ふれあい体験の郷 

         ・夢の森ハイランド 

        ② その他所管事務調査上参考となる事項 

１ １０月３日経済常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１０月１５日（水） 午後２時 

場 所  五戸町役場 議会図書室 

事 件  所管事務調査（現地調査等） 

１ １０月３日広報常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１０月１５日（水） 午前１１時 
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場 所  五戸町役場 ３階会議室 

事 件  議会広報 第１３号の編集について 

１ 議員派遣の報告について 

  １０月７日議会議員県外行政調査研修に参加した議員から、次のとおり議長に報告があっ

た。 

日  時  平成２６年９月３０日（火）～１０月２日（木）２泊３日 

場  所  北海道 岩見沢市、苫小牧市、室蘭市 

研修概要  （１）北海道中央農業試験場岩見沢試験地 

            岩見沢試験地にて、中村隆一研究主幹より水田農業について説明を

受けた。 

            ◎水稲の栽培法について 

            ◎水稲の品種改良について 

        （２）北海道苫小牧市 

            苫小牧市にて、福祉部介護福祉課 白川幸子課長補佐（保健師）よ

り、認知症への取り組みについて説明を受けた。 

        （３）北海道室蘭市 

            室蘭市にて、都市建設部都市政策課 和野泰始課長より、空き家と

老朽危険家屋対策について説明を受けた。その後、ＰＣＢ処理情報セ

ンターを見学した。 

  出席議員  団長 大沢博 

        議員 髙山浩司、鈴木繁盛、若宮佳一、尾形裕之、川村浩昭、三浦專治郎、 

           中川原賢治、三浦俊哉 

１ 議員派遣の報告について 

  １０月１５日議会議員県外行政調査研修に参加した議員から、次のとおり議長に報告があ

った。 

日  時  平成２６年１０月８日（水）～１０月１０日（金）２泊３日 

場  所  静岡県 藤枝市、 神奈川県 箱根町、松田町 

研修概要  （１）静岡県藤枝市 

            藤枝市にて、健康推進課 松野京子保健師より、特定健診・がん検

診受診率向上の取り組みについて、教育委員会学校教育課 森下覚司
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課長より、教育日本一に向けた取り組みについて説明を受けた。 

        （２）神奈川県星槎箱根キャンパス 

            箱根町企画観光部企画課 栢沼眞次課長、同課企画調整係 鈴木教

宣主任主事より、箱根町における学校跡地利活用について、星槎箱根

キャンパス 城啓二キャンパス長、星槎大学箱根キャンパス 井上洋

二氏、星槎箱根仙石原総合型スポーツクラブ 金井幹英氏より、星槎

箱根キャンパス事業計画書について説明を受けた。 

        （３）神奈川県松田町 

            松田町にて、利根川茂議会運営委員長、飯田一議会広報委員長、教

育委員会教育課 小田隆課長より、政策づくりと監視機能を十分に発

揮し、住民に開かれた議会の取り組みについて説明を受けた。 

  出席議員  団長 和田寛司 

        議員 大久保均、川﨑七保、沢田良一、柏田雅俊 

１ １０月１６日広報常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１０月２１日（火） 午後１時３０分 

場 所  五戸町役場 ３階会議室 

事 件  議会広報 第１３号の編集について 

１ 議員派遣の報告について 

  １０月２２日三戸郡町村議会議員研修会に参加した議員から、次のとおり議長に報告があ

った。 

日  時  平成２６年１０月２１日（火） 午後３時３０分 

場  所  新郷村都市農村交流センター 美郷館 

報告概要  青森県知事 三村申吾氏を講師に招き、「攻めの農林水産業」と題して講演が

行われた。 

  出席議員  和田寛司、大沢博、大久保均、髙山浩司、根森 雄、若宮佳一、尾形裕之、 

        松山泰治、川村浩昭、沢田良一、古田陸夫、三浦專治郎、中里公志郎、 

        柏田雅俊、三浦俊哉 

１ １０月２９日監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により次の報告書が

提出されたので、議長は即日これを各議員に配付した。 

例月出納検査結果について（９月分） 
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１ 議員派遣の報告について 

  １０月３０日青森県町村議会議長会主催「正副議長・事務局長研修会」に参加した議員か

ら、次のとおり議長に報告があった。 

日  時  平成２６年１０月２８日（火） 午後１時３０分 

場  所  青森市 青森県共同ビル１階 大会議室 

報告概要  山梨学院大学法学部教授 同大学院社会科学研究科長 中央大学名誉教授 

今村都南雄氏を講師に迎え、「議会改革の取り組みをめぐって」と題し、 

（１）改めて問われる自治体議会のあり方 

（２）分権改革のもとでの地方議会改革 

（３）問われる二元代表制のあり方 

（４）当面、求められていること 

についての講演が行われた。 

出席議員  副議長 大沢博 

１ １０月３１日広報常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知を受理した。 

日 時  平成２６年１１月６日（木） 午後３時 

場 所  五戸町役場 ３階会議室 

事 件  議会広報 第１３号の編集について 

１ １１月２０日議長は、町長から依頼のあった議員全員協議会の開催を、次のとおり各議員

に通知した。 

日 時  平成２６年１１月２８日（金） 午前１０時 

場 所  五戸町役場 第１・第２委員会室 

案 件  １ 五戸町過疎地域自立促進計画について 

     ２ 廃校施設（旧南小学校）の有効活用について 

     ３ 五戸町少子化対策推進本部の設置について 

     ４ 五戸町新型インフルエンザ等対策行動計画について 

     ５ 五戸小学校改築工事に伴う近隣住宅の不具合発生に係る和解及び損害賠償

の額の決定について 

     ６ 人事委員会の勧告に基づく五戸町職員等の給与改定について 

     ７ 五戸町空き家バンクの設置について 

１ １１月２０日町長から、五戸町議会第２６回定例会を来たる１２月４日に五戸町役場議場



－７２－ 

に招集した旨の通知書を受理したので、議長は即日これの参集を各議員に通知した。 

１ １１月２０日議長は、第２６回定例会において会議規則第６１条の規定による一般質問を

許可する予定につき、質問事項があれば１１月２７日午後５時までに通告されるよう各議員

に通知した。 

１ １１月２０日議会運営委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知書を受理した。 

日 時  平成２６年１２月１日（月） 午前１０時 

場 所  五戸町役場 ３階会議室 

事 件  （１）第２６回定例会の会期日程について 

     （２）提出議案の取扱いについて 

     （３）一般質問について 

     （４）その他 

１ １１月２７日議長は、町長から依頼のあった議員全員協議会の開催を、次のとおり各議員

に通知した。 

日 時  平成２６年１２月４日（木） 定例会散会後 

場 所  五戸町役場 第１・第２委員会室 

案 件  （仮称）第２次五戸町総合振興計画について 

１ １１月２７日監査委員から、地方自治法第１９９条第９項に規定により次の報告書が提出

されたので、議長は即日これを各議員に配付した。 

  定期監査の結果について 

１ １１月２８日監査委員から、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により次の報告書が

提出されたので、議長は即日これを各議員に配付した。 

例月出納検査結果について（１０月分） 

１ １２月１日町長から、第２６回定例会に付議する次の事件が送付されたので、議長は即日

これを各議員に配付した。 

議案第７６号  専決処分の承認を求めることについて 

        （平成２６年度五戸町一般会計補正予算（第３号）） 

議案第７７号  青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森

県市町村総合事務組合規約の変更について 

議案第７８号  五戸町過疎地域自立促進計画について 

議案第７９号  損害賠償請求に関する和解及び損害賠償の額の決定について 
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議案第８０号  五戸町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例案 

議案第８１号  五戸町町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第８２号  五戸町教育委員会の教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する

条例の一部を改正する条例案 

議案第８３号  五戸町特別参事の設置及び給与等に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第８４号  五戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第８５号  五戸町税外諸収入滞納金督促手数料及び延滞金徴収条例の一部を改正す

る条例案 

議案第８６号  五戸町病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案 

議案第８７号  五戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 

議案第８８号  平成２６年度五戸町一般会計補正予算（第４号） 

議案第８９号  平成２６年度五戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

議案第９０号  平成２６年度五戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第９１号  平成２６年度五戸町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第９２号  平成２６年度五戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第９３号  平成２６年度五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計補正予算（第２

号） 

議案第９４号  平成２６年度五戸町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

議案第９５号  平成２６年度五戸町住宅用地造成事業等特別会計補正予算（第１号） 

議案第９６号  平成２６年度五戸町ケーブルテレビ事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第９７号  平成２６年度五戸町病院事業会計補正予算（第２号） 

１ １２月１日議長は、地方自治法第１２１条の規定により第２６回定例会に出席するよう、

町長、教育委員会委員長、農業委員会会長、選挙管理委員会委員長及び代表監査委員に要求

するとともに、その委任または嘱託を受けた者の職氏名を速やかに通知くださるよう依頼し

た。 

１ １２月１日町長、教育委員会委員長及び農業委員会会長から、第２６回定例会における説

明のため委任した者の職氏名は次のとおりである旨の通知書を受理した。 

副 町 長  鳥谷部 禮三郎  参事・総務課長 
事 務 取 扱  倉 橋 隆  穂 
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企 画 振 興 課 長  新井田 壽 弘  企 画 振 興 課 長 
(倉石地域振興公社担当) 

 藤 村   司 

税 務 課 長  佐々木 弘 光  福 祉 保 健 課 長  佐々木 万 悦 

介 護 保 険 課 長  鈴 木 裕  之  住 民 課 長  中川原 光 亮 

農 林 課 長  小 村 一  弘  建 設 課 長  山 下   淳 

会 計 管 理 者  平 野 泰  雄  総 合 病 院 長  蝦 名 宣  男 

総合病院事務局長  服 部   勤     

教 育 委 員 会       

教 育 長  髙 橋 正  之  教 育 課 長  畑 山 敦  夫 

農 業 委 員 会       

職 務 代 理 者 
（１２月４日）  川 﨑 良  巳  事 務 局 長  佐々木 健 一 

１ １２月１日議長は、１１月２７日までに通告された第２６回定例会における次の一般質問

を町長に通知した。 

質 問 者 質問方式 質  問  事  項 

尾 形 裕 之 一問一答 １．町長選挙について 

２．２０代、３０代の女性に五戸町で住んでもらうため

に  

３．だしのイベントについて 

４．廃校舎の再利用について 

根 森 雄 一問一答 米価下落による今後の農業はどうするべきか 

松 山 泰 治 一問一答 人口減少対策について 

若 宮 佳 一 一  括 平成２７年度から（１０年間）の五戸町総合振興計画に

ついて 
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１ １２月１日総務、経済及び民生常任委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知書

を受理した。 

総務常任委員会 

日 時  平成２６年１２月４日（木） 議員全員協議会終了後 

場 所  五戸町役場 ３階会議室 

事 件  陳情審査（予定） 

陳情第６号 横田めぐみさん拉致事件に関する陳情 

陳情第９号 集団的自衛権行使容認の閣議決定撤回を求める意見書採択の 

陳情 

経済常任委員会 

日 時  平成２６年１２月４日（木） 議員全員協議会終了後 

場 所  五戸町役場 議会図書室 

事 件  陳情審査（予定） 

陳情第７号 政府による緊急の過剰米処理を求める陳情書 

民生常任委員会 

日 時  平成２６年１２月４日（木） 議員全員協議会終了後 

場 所  五戸町役場 第３委員会室 

事 件  陳情審査（予定） 

陳情第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する陳情 

陳情第８号 「手話言語法」制定を求める意見書の提出を求める陳情書 
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陳    情    文    書    表 

受理 

番号 
受理年月日 件       名 陳情者の住所及び氏名 付託委員会 

５ 
平成２６年 

９ 月 ９ 日 

ウイルス性肝炎患者に対する医療

費助成の拡充に関する陳情 

仙台市青葉区みやぎ台２

丁目６－10 

宮城県肝臓病交友会 

  代表 大江 正義 

仙台市青葉区一番町１丁

目17－24高裁前ビル２階 

Ｂ型肝炎被害対策東北弁

護団 

  団長 鹿又 喜治 

仙台市青葉区片平１丁目

２－38 

チサンマンション青葉通

り403 

薬害肝炎訴訟東北弁護団 

  団長 増田  祥 

民 生 常 任 

委 員 会 

６ 
平成２６年 

９月１６日 

横田めぐみさん拉致事件に関する

陳情 

東京都目黒区中町２－49

－３ 

日本軍海兵隊 片木 豊 

総 務 常 任 

委 員 会 

７ 
平成２６年 

９月２６日 

政府による緊急の過剰米処理を求

める陳情書 

青森市大野字若宮165－

19 

青森県農民運動連合会 

  代表 森  淳一 

経 済 常 任 

委 員 会 
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８ 
平成２６年 

１０月２７日 

「手話言語法」制定を求める意見書

の提出を求める陳情書 

青森市筒井字八ツ橋76－

９ 

青森県聴覚障害者情報セ

ンター内 

一般社団法人青森県ろう

あ協会 

 会長 小沢 千枝子 

民 生 常 任 

委 員 会 

９ 
平成２６年 

１０月２８日 

集団的自衛権行使容認の閣議決定

撤回を求める意見書採択の陳情 

青森市大野字若宮165－

19 

青森県労働組合総連合 

  議長 奥村  榮 

総 務 常 任 

委 員 会 
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平成２６年１２月４日以後の諸般の報告（４８） 

１ １２月４日議長は、同日招集の「第２６回定例会会期日程」を次のように定めた旨、町長、

教育委員会委員長、農業委員会会長職務代理者、選挙管理委員会委員長及び代表監査委員に

通知した。 

五 戸 町 議 会 第 ２ ６ 回定 例 会 会 期 日 程       会期６日間 

月 日 曜 種   別 内          容 開議時刻 

１ ２ 月 ４ 日 木 
本 会 議 

開会 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議案一括上程、町長提案理由の説明 

陳情の委員会付託 

午前１０時 

常 任 委 員 会 陳情審査 議員全員協議会 
閉 会 後 

１ ２ 月 ５ 日 金 休 会   

１ ２ 月 ６ 日 土 休 会   

１ ２ 月 ７ 日 日 休 会   

１ ２ 月 ８ 日 月 本 会 議 一般質問 午前１０時 

１ ２ 月 ９ 日 火 本 会 議 

議案の質疑、委員会付託省略、討論、

採決 

追加議案提出、質疑、委員会付託省略、

討論、採決 

閉会 

午前１０時 

１ １２月４日経済常任委員長から、次の報告書が提出された。 

  陳情審査報告書 

１ １２月４日民生常任委員長から、次の報告書が提出された。 

  陳情審査報告書 

１ １２月４日議会運営委員長から、次のとおり委員会を招集した旨の通知書を受理した。 

  日 時  平成２６年１２月８日（月） 本会議散会後 

  場 所  五戸町役場 ３階会議室 

  事 件  議会案の取り扱いについて 
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平成２６年１２月８日以後の諸般の報告（４９） 

１ １２月９日町長から、追加議案が送付されたので、議長は即日これを各議員に配付した。 

  議案第９８号  人権擁護委員の候補者の推薦について 

１ １２月９日総務常任委員長から、次の報告書が提出された。 

  閉会中の継続審査申出書 
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平成２６年１２月４日 

 

 五戸町議会議長  和 田 寛 司  様 

 

                       経済常任委員長 沢 田 良 一 

 

陳 情 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託の陳情を審査の結果、次のとおり決定したから、会議規則第９４条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

受理

番号 
受理年月日 件     名 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

委員会の 

意  見 
審査結果 措 置 

７ 
平 成 ２ ６ 年 

９ 月 ２ ６ 日 

政府による緊急の

過剰米処理を求め

る陳情書 

青森市大野字若宮 

165－19 

青森県農民運動連

合会 

代表 森 淳一 

願意妥当 採 択 
町 長 へ 

送  付 



－８１－ 

平成２６年１２月４日 

 

 五戸町議会議長  和 田 寛 司  様 

 

民生常任委員長 松 山 泰 治 

 

陳 情 審 査 報 告 書 

 

 本委員会に付託の陳情を審査の結果、次のとおり決定したから、会議規則第９４条第１項の

規定により報告します。 

 

記 

 

受理

番号 
受理年月日 件     名 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

委員会の 

意  見 
審査結果 措 置 

５ 平 成 ２ ６ 年 

９ 月 ９ 日 

ウイルス性肝炎患

者に対する医療費

助成の拡充に関す

る陳情 

仙台市青葉区みや

ぎ台２丁目６－10 

宮城県肝臓病交友

会 

代表 大江 正義 

仙台市青葉区一番

町１丁目 17－24 高

裁前ビル２階 

Ｂ型肝炎被害対策

東北弁護団 

団長 鹿又 喜治 

仙台市青葉区片平

１丁目２－38 チ

サンマンション青

葉通り 403 

薬害肝炎訴訟東北

願意妥当 採 択 
町 長 へ 

送  付 



－８２－ 

弁護団 

団長 増田  祥 

８ 平 成 ２ ６ 年 

１０月２７日 

「手話言語法」制

定を求める意見書

の提出を求める陳

情書 

青森市筒井字八ツ

橋 76－９ 

青森県聴覚障害者

情報センター内 

一般社団法人青森

県ろうあ協会 

会長  

小沢 千枝子 

願意妥当 採 択 
町 長 へ 

送  付 

 



－８３－ 

平成２６年１２月９日 

 

五戸町議会議長  和 田 寛 司  様 

 

総務常任委員長 大久保  均     

 

閉 会 中 の 継 続 審 査 申 出 書 

 

 本委員会は、審査中の事件について、次のとおり閉会中もなお継続審査を要するものと決定

したので、会議規則第７５条の規定により申し出ます。 

 

 

記 

 

 

１ 事  件  陳情第９号 集団的自衛権行使容認の閣議決定撤回を求める意見書採択の陳

情 

 

２ 理  由  なお慎重に審査する必要があるため 



 


